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行政報告をする米本町長

　

9
月
9
日
か
ら
20
日
ま
で
の
12
日
間
の
会

期
で
、「
令
和
6
年
第
4
回
和
木
町
議
会
定

例
会
」が
開
催
さ
れ
、報
告
4
件
、同
意
2
件
、

認
定
1
件
、
議
案
10
件
に
つ
い
て
審
議
さ
れ

ま
し
た
。

報
告
第
9
号

　

例
月
現
金
出
納
検
査
の
結
果
に
つ
い
て

※
会
計
管
理
者
の
現
金
保
管
及
び
現
金
出
納

事
務
が
適
正
に
行
わ
れ
て
い
る
か
に
つ
い

て
、
一
般
会
計
・
特
別
会
計
毎
に
毎
月
実

施
し
て
い
る
も
の

報
告
第
10
号

　

定
期
監
査
の
結
果
に
つ
い
て

※
監
査
委
員
が
、
和
木
町
の
財
務
に
関
す
る

事
務
の
執
行
及
び
事
業
の
管
理
に
つ
い
て

監
査
し
た
報
告

報
告
第
11
号

　

財
政
健
全
化
判
断
比
率
及
び
資
金
不
足

比
率
の
報
告
に
つ
い
て

※
令
和
5
年
度
決
算
に
か
か
る
健
全
化
判
断

比
率
及
び
資
金
不
足
比
率
の
報
告

報
告
第
12
号

　

一
般
財
団
法
人
和
木
町
蜂
ヶ
峯
総
合
公

園
管
理
協
会
の
経
営
状
況
に
つ
い
て

※
和
木
町
蜂
ヶ
峯
総
合
公
園
管
理
協
会
の
令

和
5
年
度
決
算
、
令
和
5
年
度
公
園
使
用

料
及
び
利
用
者
数
、
令
和
6
年
度
予
算
に

つ
い
て
の
報
告

同
意
第
1
号

　

教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
い
て

※
教
育
委
員
会
委
員
の
太
田
俊
裕
さ
ん
の
任

期
が
９
月
末
で
満
了
と
な
る
た
め
、
後
任

の
村
上
邦
明
さ
ん
を
教
育
委
員
会
委
員
と

し
て
任
命
す
る
こ
と
に
つ
い
て
同
意
を
求

め
る
も
の

【
全
会
一
致
で
同
意
】

同
意
第
2
号

　

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
の
選

任
に
つ
い
て

※
岡
本
秀
之
さ
ん
、
弘
中
誠
さ
ん
、
手
嶋
章

二
さ
ん
の
３
名
の
委
員
の
任
期
が
９
月
末

で
満
了
と
な
る
た
め
、
岡
本
さ
ん
、
弘
中

さ
ん
に
は
、
引
き
続
き
固
定
資
産
評
価
審

査
委
員
に
選
任
す
る
こ
と
と
し
、
手
嶋
さ

ん
の
後
任
に
三
井
ゆ
か
さ
ん
を
固
定
資
産

評
価
審
査
委
員
と
し
て
任
命
す
る
こ
と
に

に
つ
い
て
同
意
を
求
め
る
も
の

【
全
会
一
致
で
同
意
】

認
定
第
１
号

　

令
和
5
年
度
和
木
町
一
般
会
計
・
特
別

会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

※
令
和
５
年
度
の
歳
入
歳
出
決
算
に
つ
い
て

議
会
の
認
定
を
求
め
る
も
の

【
全
会
一
致
で
認
定
】

議
案
第
38
号

　

令
和
6
年
度
和
木
町
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
4
号
）

第
４
回
和
木
町
議
会
定
例
会

※
新
規
事
業
や
追
加
で
必
要
と
な
る
経
費
を

計
上
し
、
人
事
異
動
に
伴
う
各
費
目
に
お

け
る
職
員
給
与
費
（
主
に
手
当
）
の
調
整

を
行
う
と
と
も
に
、
令
和
5
年
度
の
決
算

の
確
定
に
伴
う
繰
越
金
や
財
政
調
整
基
金

及
び
公
共
施
設
等
総
合
管
理
基
金
積
立
金

の
増
額
を
行
う
も
の【

全
会
一
致
で
可
決
】

議
案
第
39
号

　

令
和
6
年
度
和
木
町
国
民
健
康
保
険
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
2
号
）

※
国
民
健
康
保
険
料
の
調
整
額
の
変
更
及
び

令
和
5
年
度
決
算
に
よ
る
繰
越
金
の
確
定

に
よ
り
、
繰
入
金
を
調
整
す
る
も
の

【
全
会
一
致
で
可
決
】

議
案
第
40
号

　

令
和
6
年
度
和
木
町
介
護
保
険
特
別
会

計
補
正
予
算
（
第
1
号
）

※
国
庫
負
担
金
等
の
精
算
に
よ
る
も
の
及
び

令
和
5
年
度
決
算
に
よ
る
繰
越
金
の
確
定

等
に
よ
り
、
歳
入
・
歳
出
予
算
を
調
整
す

る
も
の

【
全
会
一
致
で
可
決
】

議
案
第
41
号

　

令
和
6
年
度
和
木
町
後
期
高
齢
者
医
療

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
1
号
）

※
令
和
5
年
度
決
算
に
よ
る
繰
越
金
の
確
定

等
に
よ
り
、
歳
入
歳
出
予
算
を
調
整
す
る

も
の

【
全
会
一
致
で
可
決
】

議
案
第
42
号

　

令
和
6
年
度
和
木
町
簡
易
水
道
事
業
会

計
補
正
予
算
（
第
1
号
）

※
浄
水
場
ろ
過
槽
清
掃
業
務
、
伐
採
業
務
等

に
必
要
な
経
費
を
計
上
す
る
も
の

【
全
会
一
致
で
可
決
】

議
案
第
43
号

　

令
和
6
年
度
和
木
町
公
共
下
水
道
事
業

会
計
補
正
予
算
（
第
1
号
）

※
下
水
道
管
敷
設
工
事
等
必
要
な
経
費
を
計

上
す
る
も
の

【
全
会
一
致
で
可
決
】

議
案
第
44
号

　

和
木
町
地
方
活
力
向
上
地
域
に
お
け
る

固
定
資
産
税
の
不
均
一
課
税
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

※
地
方
公
共
団
体
が
不
均
一
課
税
を
行
っ
た

場
合
に
、
国
が
行
う
地
方
交
付
税
に
よ
る

減
収
補
て
ん
措
置
の
適
用
期
間
が
、
2
年

間
延
長
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
令
和
8
年
3

月
31
日
ま
で
に
改
め
る
も
の

【
全
会
一
致
で
可
決
】

議
案
第
45
号

　

和
木
町
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

※
国
民
健
康
保
険
法
施
行
令
の
一
部
改
正
に

伴
い
、
所
要
の
規
定
の
整
備
等
を
行
う
も
の

【
全
会
一
致
で
可
決
】

議
案
第
46
号

　

和
木
町
下
水
道
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

※
標
準
下
水
道
条
例
の
改
正
に
伴
い
一
部
環

境
基
準
値
が
改
正
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
改

正
法
の
数
値
に
整
合
さ
せ
る
た
め
、
合
わ

せ
て
改
正
す
る
も
の【

全
会
一
致
で
可
決
】

議
案
第
47
号

　

令
和
6
年
度
和
木
町
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
5
号
）

※
和
木
中
学
校
外
壁
改
修
工
事
に
係
る
経
費

を
増
額
計
上
す
る
も
の【全

会
一
致
で
可
決
】
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記念品を受け取られた招待者代表  古木哲夫さん

楓子さん

準優勝の第１分団 優勝の女性団員

大切に育てたお花です

まちの話題

健
康
と
長
寿
を
お
祝
い　
﹁
敬
老
会
﹂

　

9
月
14
日
︑
文
化
会
館
で
︑
町
内
在

住
の
昭
和
27
年
4
月
1
日
以
前
に
生
ま

れ
た
方
︵
年
度
末
で
73
歳
以
上
の
方
︶

1
︐
1
2
2
名
︵
男
性
4
6
2
名
︑
女
性

6
6
0
名
︶
を
対
象
に
︑﹁
敬
老
会
﹂
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
︒
式
典
で
は
米
本
町

長
の
挨
拶
に
続
き
︑
長
寿
の
お
祝
い
と

し
て
︑
古
木
哲
夫
さ
ん
に
記
念
品
が
贈

呈
さ
れ
ま
し
た
︒
続
い
て
︑
古
木
さ
ん

が
開
催
の
お
礼
と
︑﹁
元
気
に
︑
健
康
に
︑

前
向
き
に
生
き
て
い
き
た
い
︒﹂
と
抱
負

を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
︒

　

ま
た
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
︑
岩
国

市
出
身
の
歌
手
﹁

ふ
う
こ

楓
子
﹂
さ
ん
に
よ
る

ス
テ
ー
ジ
シ
ョ
ー
が
行
わ
れ
︑
懐
か
し

い
曲
を
一
緒
に
歌
う
な
ど
会
場
が
明
る

く
楽
し
い
雰
囲
気
に
な
り
ま
し
た
︒

今
年
度
80
歳
に
な
ら
れ
る
方

　

男
性
19
名

　

女
性
31
名

今
年
度
88
歳
に
な
ら
れ
る
方

　

男
性
12
名

　

女
性
21
名

今
年
度
95
歳
に
な
ら
れ
る
方

　

男
性
3
名

　

女
性
11
名

今
年
度
99
歳
に
な
ら
れ
る
方

　

男
性
1
名

　

女
性
4
名

今
年
度

100
歳
に
な
ら
れ
る
方

　

男
性
1
名

　

女
性
5
名

魅
せ
た
！
消
防
魂
！

　

9
月
14
日
︑
山
口
県
消
防
学
校
に
お
い

て
︑
県
下
の
消
防
団
が
集
う
﹁
令
和
６
年

度
山
口
県
消
防
操
法
大
会
﹂
及
び
﹁
第
42

回
山
口
県
女
性
消
防
操
法
大
会
﹂
が
開
催

さ
れ
︑
和
木
町
消
防
団
か
ら
は
第
１
分
団

︵
和
木
地
区
︶
と
団
本
部
女
性
団
員
の
２

チ
ー
ム
が
出
場
し
ま
し
た
︒

　

大
会
で
は
︑
選
手
た
ち
は
日
頃
の
訓
練

の
成
果
を
発
揮
し
︑
第
1
分
団
は
応
急
操

法
ポ
ン
プ
車
の
部
で
準
優
勝
︑
団
本
部
女

性
団
員
は
軽
可
搬
ポ
ン
プ
基
本
操
法
の
部

で
見
事
優
勝
し
ま
し
た
︒

　

猛
暑
の
中
︑
厳
し
い
訓
練
を
続
け
て
こ

ら
れ
た
選
手
の
皆
さ
ん
︑
ま
た
︑
熱
心
に

訓
練
指
導
に
あ
た
っ
て
い
た
だ
い
た
岩
国

消
防
署
東
出
張
所
の
皆
さ
ん
︑
大
変
お
疲

れ
様
で
し
た
︒

人
権
の
花
を
わ
き
あ
い
あ
い

苑
に
寄
贈

　

9
月
12
日
︑
岩
国
地
区
人
権
擁
護
委

員
の
山
本
和
彦
さ
ん
が
わ
き
あ
い
あ
い

苑
に
人
権
の
花
の
プ
ラ
ン
タ
ー
を
届
け

ま
し
た
︒

　

こ
の
花
は
︑
5
月
に
和
木
小
学
校
児

童
が
人
権
の
花
と
し
て
寄
贈
を
受
け
た

マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
や
サ
ル
ビ
ア
を
種
か

ら
育
て
た
も
の
で
︑
わ
き
あ
い
あ
い
苑

に
毎
年
寄
贈
し
て
い
ま
す
︒

　

小
学
生
の
皆
さ
ん
が
協
力
し
て
育
て

た
花
が
︑
入
所
者
の
方
に
喜
ん
で
も
ら

え
る
よ
う
咲
い
て
ほ
し
い
も
の
で
す
︒
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参加者の感想

　７月２９日から１６日の間、中学生５名、高校生４名、合計９名がニュージーランドのオークランドへ語学留学に
行きました。海外の一般家庭に滞在しながら英語の研修を行うことにより、豊かな国際感覚を身につけ、英語の
語学力向上を図るとともに、和木町の代表として現地の家庭や市民との交流を行いました。

　ニュージーランドでの
ホームステイでは、異な
る文化や価値観の中で相
手の気持ちを理解するこ
とに努めました。英語で
のコミュニケーションに
苦労しましたが、ホスト
ファミリーや現地の人々の協力で次第に理解できるよ
うになり、新しいボキャブラリーや文法も習得しまし
た。異なるマナーに気をつけつつ、日本とは異なる文
化やスポーツに触れ、特にラグビーのハカ（おたけび
の儀式）に感動しました。
　また、自分のことは自分で行う習慣が身につき、大
きな成長を感じました。ニュージーランドでは 5 歳か
ら自分のことは自分でやる習慣をつけるそうで、日本
での生活は親に甘えてやってもらっていることが多い
ことに気づくことができました。

（福間琳乃）

和木町海外派遣（ホームステイ）事業

　ニュージーランド研修
は、僕にとって、初めて
の海外研修だったので、
行く前はとても緊張して
いましたが、たくさんの
学びや貴重な経験を得る
ことができました。現地
の学校ではモーニングティーや生徒の積極性など、日
本とは異なる文化や様子を体験して、深い感銘を受け
ました。ホームステイ先のホストファミリーも優しく
接してくれて、英語力の向上やコミュニケーション能
力の向上にもつながりました。
　このニュージーランド研修は自分にとって大きな経
験であり、将来の夢である英語関連の仕事への道を切
り拓くきっかけになりました。本当にいい経験になる
ので、少しでも興味がある人は是非行ってみてほしい
と思いました。

（田中琉惺）

まちの話題

美
術
館
に
遊
園
地
が
や
っ
て
き
た
！？

　

8
月
16
日
か
ら
8
月
25
日
ま

で
美
術
館
に
お
い
て
﹁
ワ
キ
テ

ン
ボ
ス
Ｖ
Ｒ
ワ
ー
ル
ド
﹂
を
開

催
し
ま
し
た
︒

　

美
術
館
が
遊
園
地
に
一
気
に

変
化
！
バ
ッ
テ
リ
ー
カ
ー
や
ボ

ー
ド
ゲ
ー
ム
な
ど
親
子
で
楽
し

め
る
コ
ー
ナ
ー
も
多
数
用
意
さ

れ
て
お
り
︑
夏
休
み
前
半
の﹁
ダ

イ
ナ
ソ
ー
V
R
ワ
ー
ル
ド
﹂
に

引
き
続
き
︑
子
ど
も
た
ち
は
時

間
を
忘
れ
て
楽
し
ん
で
い
ま
し

た
︒
こ
ち
ら
も
大
盛
況
で
約
2
︐

4
0
0
名
の
方
に
楽
し
ん
で
い

た
だ
き
ま
し
た
︒

体
験
！
体
感
！
恐
竜
の
世
界

歌
っ
て
︑
踊
っ
て

大
興
奮
！

　

8
月
9
日
か
ら
8
月
15
日

ま
で
美
術
館
に
お
い
て
﹁
ダ

イ
ナ
ソ
ー
Ｖ
Ｒ
ワ
ー
ル
ド
﹂

を
開
催
し
ま
し
た
︒

　

子
ど
も
た
ち
は
メ
イ
ン
コ

ン
テ
ン
ツ
の
Ｖ
Ｒ
マ
シ
ン
を

は
じ
め
︑﹁
恐
竜
ラ
イ
ド
﹂
や

エ
ア
遊
具
な
ど
の
多
種
多
様

な
コ
ー
ナ
ー
を
楽
し
ん
で
い

ま
し
た
︒

　

連
日
酷
暑
が
続
き
ま
し
た

が
︑
子
ど
も
か
ら
年
配
者
ま
で

2
︐
0
0
0
名
を
超
え
る
方
に

楽
し
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
︒

　

8
月
22
日
に
中
学
校
多
目
的

ル
ー
ム
で
﹁
ロ
ケ
ッ
ト
く
れ
よ

ん
フ
ァ
ミ
リ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
﹂

を
開
催
し
︑
子
ど
も
と
保
護
者

を
中
心
に
約
2
0
0
名
の
方
が

来
場
さ
れ
ま
し
た
︒

　

ロ
ケ
ッ
ト
く
れ
よ
ん
の
二
人

が
次
か
ら
次
に
繰
り
広
げ
る
う

た
あ
そ
び
や
ダ
ン
ス
に
子
ど
も

た
ち
は
大
興
奮
！
ギ
タ
ー
や
ピ

ア
ノ
の
音
色
に
合
わ
せ
て
︑
大

人
も
子
ど
も
も
全
身
で
歌
と
踊

り
を
楽
し
み
ま
し
た
︒

　

ア
ン
コ
ー
ル
も
あ
り
︑
コ
ン

サ
ー
ト
は
大
盛
況
の
う
ち
に
終

了
し
ま
し
た
︒

ニュージーランド
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提
言
内
容

提
言
内
容

回
　
答

回
　
答

和
木
町
の
熱
中
症
対
策
に
つ
い
て

　

ニ
ュ
ー
ス
等
で
︑
ク
ー
リ
ン
グ
シ
ェ
ル
タ
ー

な
ど
の
熱
中
症
対
策
が
話
題
に
な
っ
て
い
ま
す

が
︑
和
木
町
で
は
ど
の
よ
う
な
対
策
を
考
え
て

お
ら
れ
ま
す
か
︒

　

ご
提
言
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
︒
ご
承
知

の
よ
う
に
︑
気
候
変
動
の
影
響
に
よ
り
︑
年
々

熱
中
症
リ
ス
ク
が
高
ま
っ
て
お
り
︑
本
年
か
ら

﹁
熱
中
症
特
別
警
戒
ア
ラ
ー
ト
﹂
の
運
用
が
開

始
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
す
︒

　

和
木
町
で
は﹁
熱
中
症
特
別
警
戒
ア
ラ
ー
ト
﹂

が
発
表
さ
れ
た
場
合
︑
防
災
行
政
無
線
及
び
防

災
メ
ー
ル
に
て
︑
町
民
の
皆
さ
ま
へ
﹁
過
去
に

例
の
な
い
危
険
な
暑
さ
﹂
に
な
る
こ
と
を
周
知

し
︑
涼
し
い
環
境
で
過
ご
し
︑
こ
ま
め
な
水
分

補
給
・
塩
分
補
給
を
す
る
こ
と
を
奨
励
い
た
し

ま
す
︒
ま
た
︑
イ
ベ
ン
ト
等
の
管
理
者
に
熱
中

症
対
策
の
実
施
若
し
く
は
中
止
・
延
期
の
検
討

を
促
し
ま
す
︒

　

な
お
︑
ク
ー
リ
ン
グ
シ
ェ
ル
タ
ー
︵
指
定
暑

熱
避
難
施
設
︶
の
指
定
に
つ
い
て
は
︑
他
市
町

の
動
向
を
踏
ま
え
検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す

が
︑
場
所
と
人
員
の
確
保
が
必
要
な
こ
と
か
ら

和
木
町
の
規
模
で
多
く
の
指
定
は
困
難
と
思
わ

れ
ま
す
︒

　

現
時
点
で
ク
ー
リ
ン
グ
シ
ェ
ル
タ
ー
︵
指
定

暑
熱
避
難
施
設
︶
の
指
定
は
し
て
お
り
ま
せ
ん

が
︑
役
場
庁
舎
１
階
ロ
ビ
ー
や
総
合
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
︵
図
書
館
︶︑
瀬
田
・
関
ヶ
浜

分
館
共
用
ス
ペ
ー
ス
等
は
普
段
か
ら
開
放
さ
れ

て
お
り
ま
す
の
で
︑
こ
れ
ら
の
ス
ペ
ー
ス
を
有

効
利
用
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
︒

蜂
ヶ
峯
総
合
公
園
の
バ
ラ
園
に
つ
い
て

　

バ
ラ
公
園
内
の
ベ
ン
チ
等
︑
座
る
と
こ
ろ
に
日

陰
が
不
足
し
て
い
る
と
感
じ
ま
す
︒

　

ま
た
︑
ベ
ン
チ
が
低
め
の
設
定
の
た
め
︑
足
の

悪
い
人
に
は
立
ち
上
が
り
に
く
い
と
感
じ
ま
す
︒

　

日
頃
か
ら
︑
蜂
ヶ
峯
総
合
公
園
に
ご
来
園
い
た

だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
︒

　

蜂
ヶ
峯
総
合
公
園
の
バ
ラ
は
︑
昨
年
3
月
に
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
し
︑
春
は
5
月
中
旬
か
ら
6
月
初
旬

に
か
け
て
︑
秋
は
10
月
頃
が
見
頃
と
な
っ
て
い
ま

す
︒
こ
の
時
期
に
は
︑写
真
撮
影
さ
れ
る
方
な
ど
︑

多
く
の
お
客
様
に
お
越
し
い
た
だ
い
て
い
ま
す
︒

　

日
陰
が
少
な
い
点
︑
ベ
ン
チ
の
高
さ
へ
の
ご
提

言
︑
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
︒

　

バ
ラ
園
に
つ
き
ま
し
て
は
︑
春
︑
秋
の
散
策
を

基
本
と
し
て
い
ま
す
︒
こ
の
た
め
︑
日
陰
を
作
る

た
め
の
屋
根
付
き
ベ
ン
チ
の
追
加
設
置
に
つ
き
ま

し
て
は
考
え
て
お
り
ま
せ
ん
の
で
︑
ご
了
承
く
だ

さ
い
︒
な
お
︑
ア
ー
チ
部
分
に
つ
き
ま
し
て
は
︑

今
後
バ
ラ
の
生
長
と
と
も
に
︑
き
れ
い
に
覆
わ
れ

て
い
く
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
︒

　

ベ
ン
チ
に
つ
き
ま
し
て
は
︑ご
指
摘
の
と
お
り
︑

現
状
︑
高
さ
が
約
32
㎝
か
ら
39
㎝
で
あ
り
︑
一
般

的
な
基
準
と
さ
れ
る
40
㎝
か
ら
は
若
干
低
く
な
っ

て
い
ま
す
︒
今
後
更
新
の
際
に
は
︑
ユ
ニ
バ
ー
サ

ル
デ
ザ
イ
ン
に
も
配
慮
し
た
も
の
を
検
討
す
る
な

ど
努
め
て
ま
い
り
ま
す
︒

　︻
参
考
︼

　

都
市
公
園
の
移
動
等
円
滑
化
整
備
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

︻
改
訂
第
２
版
︼

　
　
︵
令
和
４
年
３
月
国
土
交
通
省
︶

◇
ベ
ン
チ
を
設
け
る
際
に
は
︑
腰
掛
け
板
の
高
さ
は 

40
～
45
㎝ 

と
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
︒
ま
た
︑
移

動
等
円
滑
化
園
路
の
距
離
が
長
い
公
園
で
は
︑
長

時
間
の
歩
行
が
困
難
な
高
齢
者
︑ 

障
害
者
等
の
休

憩
の
際
の
立
ち
座
り
の
負
担
軽
減
の
た
め
︑
腰
掛

け
板
の
高
さ
を
よ
り
高
く
し
た
ベ
ン
チ
を
設
け
る

こ
と
が
望
ま
し
い
︒

　９月６日、小学校で自由参観日が行われました。校内
では、各クラスの授業が公開されるとともに、夏休み作
品展、学校保健安全委員会も公開され、多くの参観者が
児童の様子を見守っていました。また、家庭教育支援チー
ム「はっちーず」によるカフェが開かれており、明るい
雰囲気の中で保護者のつながりづくりの場となりました。
　３、４校時には、開校１５０周年記念行事として「人権
教育講演会」を行い、「原爆の子の像」のモデルとなった
佐々木禎子さんの兄、佐々木雅弘さんをお招きして、「平
和を願う心がけとみんなの使命」と題して講演いただき、
全校児童と保護者、地域の方、約４５０名が講話に耳を傾
けました。佐々木さんが体験された原爆投下時の惨状や
禎子さんが白血病と闘う様子などを被爆者や家族の視点
からお話いただくことで「思いやりの心」「平和の大切さ」
を出席者に届けてくださいました。この度、佐々木さん
から和木小に全国の小学校で初めて、禎子さんが病床で
最後に折った「折り鶴」をステンレスで複製した「折り
鶴 SADAKO」を寄贈していただきました。ご来校の際
にはぜひご覧になり、平和について考えるきっかけとし
ていただけたらと思います。

人権教育講演会 開催開校１５０周年
記念行事
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川村元気 著
山下紘加 著
安田依央 著
中山七里 著
辻堂ゆめ 著
東川篤哉 著
石田衣良 著
真保裕一 著
佐野広実 著
藤岡陽子 著

二宮由紀子 文、いとうひろし 絵

瀬尾まいこ 作、クリハラタカシ 絵

ファン・ブラザーズ 作・絵、原田勝 訳

キャスリーン・ヘイル 作、こみやゆう 訳

廣嶋玲子 著、まはら三桃 著

レオナード・ケスラー 作、小宮由 訳

山下明生 文、村上康成 絵
あべ弘士 作

ヨシタケシンスケ 作・絵
おーなり由子 文、はたこうしろう 絵

＜CD＞
☆ＲＥＪＯＩＣＥ／Ｏｆｆｉｃｉａｌ髭男ｄｉｓｍ
☆ＬＯＳＴ ＣＯＲＮＥＲ／米津玄師
☆ＳＵＰＥＲ ＥＩＧＨＴ／ＳＵＰＥＲ ＥＩＧＨＴ
☆図鑑／ゆず
☆令和キッズ　こどもヒット・ソング
　　～まいにち元気☆ダンス＆たいそう～

＜一般書＞
『私の馬』
『可及的に、すみやかに』
『深海のスノードーム』
『作家刑事毒島の暴言』
『ダブルマザー』
『新　謎解きはディナーのあとで２』
『男女最終戦争』
『共犯の畔』
『サブ・ウェイ』
『森にあかりが灯るとき』

＜児童書・絵本＞
『ごはんのつぶと　おこめのつぶ』

『１００ねんごもまたあした』

『バーナビー　まいごに　なる！』

『ねこのオーランドー　魔法のじゅうたん』

『くらくらのブックカフェ』

『パインさんの　おるすばん』

『マメクジラくん、海へいく』

『ギアナ・夜間飛行』
『しばらくあかちゃんになりますので』

『おちば』

日 月 火 水 木 金 土

開館時間 平日▶９時３０分～１８時１５分（貸し出しは１８時まで）
土日▶９時３０分～１７時（貸し出しは１６時４５分まで）

■に白字は図書館休館日

1 2 5
6

3 4
87 9 12

13
10 11

1514 16 19
20

17 18
22 2321 24 2625

27 29 30 3128

10月の休館日 　利用者カードを持って図書館にお越し
ください。

問合せ▼
TEL ５４－０２２２
FAX ５４－０２７８

ホームページ▼
http://www.waki-toshokan.jp/

　１０月２８日（月）～１１月４日（月）は蔵書点検のため休館となります。
　休館中の本の返却は、１階事務所前の返却ポストをご使用ください。
　ＣＤ・ＤＶＤ・紙芝居の返却については、破損の恐れがあるため、総合コミュ
ニティセンター事務所窓口へお願いします。

☆臨時休館のお知らせ☆

☆１０月２７日（日）～１１月９日（土）は読書週間です。

≪標語≫   「この一行に逢いにきた」

日時
　１０月１９日（土）
　１０：３０～１１：００
場所
　おはなしの部屋

おはなし会サークル
　　　　　『ゆびとま』
※中止になることがあり
ます

☆おはなし会☆
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「家庭の元気応援キャンペーン」
マスコットキャラクター
『ファミリン』

559

和木学農園
　第６回目の農園は、９月１５日に実施されました。
　今回は秋野菜の作付けでキャベツや白菜などの
苗を植えました。キャベツは虫との戦いになりま
す。そのため、虫除けのネットをかぶせました。
　昨年も秋野菜はよくできていました。今年も昨
年以上によいできになるように、しっかり育てて
いきたいものです。
　次回の農園は、１０月２０日です。

　今年から８月３０日が２学期の始業
式となりました。昔あそびも９月４日
から再開です。再開初日の人数は少な
めでしたが、その後はほぼ元通りです。
今年はお試しとして中学生ボランティ
アを募集しました。基本第２水曜日に
参加していただきます。今回は初めて
ということで、中学生のお兄さん、お
姉さんと対面式。その後、たのしくふ
れあっていました。子どもたちに毎月
のお楽しみができました。

わきあいキッズ

　昔あそび、再開しました！！

　山口県では、「早寝早起き朝ごはん　本を読んで
外遊び　みんな仲良く今日も元気」をスローガンに、
「家庭の元気応援キャンペーン」を展開し、望まし
い家庭教育の実践へ向けて機運を高めるとともに、
地域や社会全体で支え合う環境づくりを進めています。
　また、毎月第３日曜日は「家庭の日」となってい
ます。親子でのふれあいを増やし、絆を深めてみま
せんか。

★早寝早起き朝ごはんなどの基本的生活習慣を身に付けましょう。
★家族がふれあう機会を大切にしましょう。
★家庭で手伝いを進んでしましょう。
★父親等の家庭教育への参加を進めましょう。

１０月は「やまぐち家庭教育支援強化月間」です！！！

★ 和木学園講座
　　「アサリの住みやすい環境を整えてみよう！」

問合せ
山口県教育庁地域連携推進課家庭教育支援班
☎０８３－９３３－４６６２

「わが家のやくそく・夏休みチャレ
ンジ（小・中学生にご案内しまし
た）」へのご協力、ありがとうござ
いました！

○中学校
　自由参観日
　　１０月３日（木）～５日（土）
　文化祭
　　１０月２６日（土）
○小学校
　和木学園勉強週間
　　１０月８日（火）～１４日（月）
　「ちょこカフェ」実施！！
　９月６日、小学校の生活科１
教室でちょこカフェを実施しま
した。多くの方に来ていただき、
有意義な時間を過ごしていただ
きました。

○こども園
　ＰＴＡ清掃　１０月　５日（土）
　　　　　　　　　　　８：３０～９：００

　和木こども園園庭にてＰＴＡ
ボランティア清掃（草抜き）を
行います。
　地域の方のお手伝いも大歓迎
です！よろしくお願いします。

　運動会　　　１０月１２日（土）
　　　　　　　　　　９：００開始

和木学園だより

　７月２３日、アサリの漁業体験というこ
とで、小中学生ボランティア６名を加え、
和木町漁業組合、ENEOS 株式会社麻里布
製油所、日の丸産業株式会社、住民サービ
ス課の方々で、小瀬川の河口の干潟で作業
をしました。
　小中学生には、アサリのすむ砂地を耕し、
外敵から身を守るための網を被せる体験を
していただきました。企業の方々には、水
質改善や栄養分の供給するための材料の設
置やアサリの生息数の調査をしていただき
ました。
　年々減っているアサリ、少しでも増える
きっかけになればと思います。
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いずれも無料でご利用いただけます。予約電話番号までご連絡ください。

骨髄バンク登録

肝炎検査

エイズ検査

ストレス相談
ひきこもり家族の会

☎ 29－1523

☎ 29－1519

☎ 29－1525

  9：00～11：00

10：00～11：00

13：00～16：00

13：30～15：30
13：30～15：30

１０月  ８日（火）※毎月第2火曜日
１０月２２日（火）※毎月第4火曜日
医療機関で診療時間内に受ける方法もあります。

　　　２２日（火）※第２・4火曜日
１０月  ８日（火）

１０月１６日（水）※毎月第3水曜日
１０月２３日（水）※毎月第4水曜日

内　　　容 実　　施　　日 時　　　間 予約電話番号

岩国健康福祉センター（保健所）の相談会・検査等予定（住所：岩国市三笠町 1-1-1）

妊産婦サロン

すくすく計測相談会

赤ちゃんのつどい

すくすくすくすく
和木町こども家庭センター

　妊娠中、産後、子育て中の方の相談会を
行っています。お気軽にご利用ください。
日時　１０月２４日（木）
　　　９時～１２時のうち１時間程度
内容　助産師による個別相談
　　　　妊娠中・産後の体調管理、赤ちゃんのお世話、
　　　　授乳相談、離乳食相談等
講師　助産師　毛利　弘美  先生
場所・問　保健相談センター  （☎５２－７２９０）
　　　　　※事前に申込みが必要です。

　未就園児の身体計測を行っています。
保健師、栄養士による個別相談もでき
ます。お気軽にご利用ください。
日時　１０月９日（水）１０時～１１時３０分受付
対象　新生児、乳児、幼児
内容　身長、体重測定、その他保健、栄養、母乳相談
場所・問　保健相談センター（☎５２－７２９０）
　　　　　※事前の申込みは不要です。

面接相談
　臨床心理士・公認心理師による個別
相談を行っています。ご自身やご家族
の悩みなど、お気軽にご利用ください。
日時　１０月２２日（火）
　　　１４時～１６時のうち１時間程度
相談員　臨床心理士・公認心理師
　　　　　玉田　和子 先生
場所・問　保健相談センター（☎５２－７２９０）
　　　　　※事前に申込みが必要です。

地域とつながる  「和木町」 母子手帳アプリ

すくすく手帳 by  母子モ

● 地域子育て支援センター

子育て支援事業

日時　毎週火・金曜日
　　　９時３０分～１２時
※行事等で開催しない日もあります。ご確認ください。
場所・問　地域子育て支援センター
　　　　　和木こども園　（☎52－27 0 7）

　親子のコミュニケーションの
ための場所を提供しています。
　いずれも事前の申込みは不要
です。詳細は、開催場所にお問
合せください。

子育て支援機関と連携し、
みなさんの子育てを応援します。

和木町保健相談センター内
　　 （☎５２－７２９０）

和木町こども家庭センター

すくすくすくすく

　ベビーマッサージを通じて赤
ちゃんとのスキンシップを深めな
がら、楽しい時間を過ごしましょ
う。パパの参加、上のお子さま連
れも大歓迎です。
日時　１０月２１日（月）
　　　１０時～１１時
対象　１歳未満の赤ちゃんと
　　　その家族
講師　助産師・保健師　塩谷浩世　先生
内容　ベビーマッサージ
持参物　母子健康手帳・バスタオル
申込締切　１０月１５日（火）
場所・問　保健相談センター
　　　　（☎52－7290）
　　　　　※事前に申込みが
　　　　　　必要です。

アプリストアから
ダウンロード

母子モ（ボシモ）で検索！

利用料金

無料!

● 子育てサロン「たんぽぽ」
日時　１０月１６日（水）
　　　１０時～１１時３０分
場所　和木 2丁目第 3集会所（山の手集会所）
参加費　1家族１００円
問　和木町社会福祉協議会　（☎52－86 4 4）
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インフルエンザ・新型コロナウイルス予防接種のお知らせ令和６年度
　ご自身の対象となる制度をご確認のうえ、ご利用ください。ご不明な点は、保健相談センターにお問合せください。

※1　生活保護受給者は無料です。医療依頼書の提示が必要です。
※2　医療機関により接種料金が異なります。
※3　指定医療機関外で接種した場合、償還払いとなります。自己負担で接種後、母子健康手帳、領収書、口座番号がわかるものを持って、保健相

談センター窓口までお越しください。
※4　任意予防接種は接種者と医師との相談によって判断し行われるものです。効果や副反応をよくご確認の上、接種してください。
※5　60 歳以上 65 歳未満の方で、心臓、腎臓、又は呼吸器の機能障害で身体障害者手帳 1 級程度の障害のある人、又はヒト免疫不全ウイルスによ

り免疫機能に日常生活が不可能な程度の障害のある人も対象です。
※6　町外の契約医療機関については、保健相談センターにご確認ください。

問 保健相談センター（☎52 -72 9 0）

接種期間　令和６年１０月１日㈫～令和７年２月２８日㈮

種　類

インフル

エンザ

新型
コロナ
ウイルス

対　象

生後６か月から
小学６年生

中学１年生から
中学２年生

中学３年生
高校３年生

満６５歳以上
※５

２回

１回

１回

１回

接種料金から
助成金額
2,500 円を
引いた額
※２

なし

1,490 円

町内医療機関
じんこどもクリニック
ひろいし小児科
友田ファミリークリニック
岩国医療センター
だいこく小児科
しまだファミリークリニック
シルククリニック
こうろ皮ふ科
広島総合病院　※３

町内医療機関

町内医療機関
町外の契約医療機関　※６

こどもの健康保険証、母子健康手帳
を持参し、医療機関に設置してある
「和木町こども任意予防接種費用助
成金交付申請書兼委任状」を記入し、
接種を受けてください。

任意予防接種
※4

９月に届いた接種券を持参し、接種
を受けてください。

健康保険証を持参し、接種を受けて
ください。

予防接種法に基
づく定期接種

2,100 円

指 定 医 療 機 関 接　種　方　法 区　　分自己負担金額※1助成
回数

～10月はピンクリボン
　　　　　　月間です～

実施期間　令和７年３月３１日まで
対象　和木町在住で令和６年４月１日時点で４０歳以上の女性
内容　問診、マンモグラフィ検査（乳房X線検査）、視触診（医師

が必要と認めた場合）

　和木町では、健康増進法に基づき、４０歳以上の方に
乳がん検診を実施しています。

令和６年度　乳がん検診について

問　保健相談センター（☎52-7290）

平日夜間に受診できる病院
・錦病院　　
日時 １０月１７日（木）１８時～２０時
※要予約
予約・問  ☎４１−０１７７

・岩国病院・岩国みなみ病院・錦病院
・はるなウィメンズクリニック・そだクリニック
・広島西医療センター・がん健診センター大野
・はつかいち乳腺クリニック

指定医療機関

持参物　和木町乳がん検診受診券・健康手帳・保険証
※受診券の発行がない方は、保健相談センターにご連絡ください。
自己負担　無料
その他　医療機関は個人でご予約ください。年度で１回の利用に
なります。早めの受診をおすすめします。

「健康維持のために、何か始めたい…。」そんな気持ちを応援するプログラム
です。気軽に取り組める内容です。

健康プログラム健康プログラム

【救急相談センター広島広域都市圏】
　電話番号　＃７１１９（プッシュ回線の固定電話から）
　　　　　　　０８２－２４６－２０００
　　　　　　　　　  （つながらない場合や 携帯電話 から）
　相談時間　２４時間３６５日

【山口県小児救急医療電話相談】
　電話番号　＃８０００（プッシュ回線の固定電話から）
　　　　　　　０８３－９２１－２７５５
　　　　　　　　　（つながらない場合や 携帯電話 から）
　相談時間　19 時～翌朝８時
　相 談 料　無料（通話料はかかります）

急な 病気 けがや で救急車を呼ぶか病院に行くか迷ったら…

●講演

●運動実習

健康的に長生きするための

たばこ防止・フレイル予防
薬剤師　加納　和希 先生

和木町在住の方 20名

和木町総合コミュニティセンター ３階 集会室

申 込

対 象

日 時

会 場

申 込 開催3日前までに、保健相談センター（☎52-7290）へご連絡ください。
★準備していただくもの★
　運動できる服装・シューズ・タオル・水分補給用のお茶等

主催：和木町保健福祉課　　共催：和木町保健相談センター

10月25日● 13時30分～15時金

大切！乳がんの早期発見

※町からの接種券の送付はありません。※町からの接種券の送付はありません。
新型コロナウイルスは予防接種法上の「Ｂ類疾病」となりました。

からだ応援ページ
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　「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」に基づき、町の財政状況を判断する財政指標を公表
します。
　これは、町財政の状況を明らかにすることで住民の目によるチェックを可能とし、財政悪化の兆
候が見られた場合に財政の健全化を図っていくことを目的とします。

①実質赤字比率…………一般会計等の赤字額の標準財政規模※に対する割合
②連結実質赤字比率……全会計を対象とした赤字額の標準財政規模に対する割合
③実質公債費比率………一般会計等が負担する借入金の返済額等の標準財政規模に対する割合
④将来負担比率…………一般会計等が将来負担すべき実質的な負債の標準財政規模に対する割合
※標準財政規模…その地方公共団体の標準的な状態で通常収入が見込まれる経常的一般財源の規模

　健全化判断比率は、①実質赤字比率、②連結実質赤字比率、③実質公債費比率、④将来負担比率の
４つの指標で構成されており、この比率がそれぞれ「早期健全化基準」（黄信号）を超えれば財政
健全化計画の作成が必要となり、更に「財政再生基準」（赤信号）を超えると地方債の起債に制限
のかかる財政再生団体になります。
　令和５年度において、和木町は４つの比率とも早期健全化基準を下回る数値となっています。

・資金不足額がないため、資金不足比率※は「－」と表示しています。

指　標　名

指　標　名

実質赤字比率

連結実質赤字比率

実質公債費比率

将来負担比率

（黒字）

（黒字）

7.7%

13.7%

15.0％

20.0％

25.0％

350.0％

20.0％

30.0％

35.0％

和木町 早期健全化基準 財政再生基準

実質赤字比率

連結実質赤字比率

実質公債費比率

将来負担比率

R２

（黒字）

（黒字）

6.0％

47.9％

R３

（黒字）

（黒字）

5.8％

32.7％

R４

（黒字）

（黒字）

6.6％

2.5％

R５

（黒字）

（黒字）

7.7％

13.7％

Ｈ30

（黒字）

（黒字）

7.3％

67.6％

R１

（黒字）

（黒字）

6.8％

61.5％

会　計　名

簡易水道事業特別会計

公共下水道事業特別会計

－

－

20.0％

20.0％

資金不足比率 経営健全化基準

○平成30年度決算からの指標の推移

※資金不足比率………公営企業会計の資金不足額の事業規模（事業収入）に対する割合

（令和５年度決算に基づく健全化判断比率・資金不足比率の公表）

和木町財政の健全性は！？

健全化判断比率

　和木町では簡易水道事業と、公共下水道事業が公営企業に該当し、一般会計から切り離されて独
立の公営企業会計を持ちます。資金不足比率は公営企業会計の健全性を判断する指標で、経営健全
化基準を超えた場合、資金不足となった要因を分析し、経営健全化の基本方針等を定めた経営健全
化計画を作成し、経営の健全化を図ることになります。
　令和５年度において、簡易水道事業、公共下水道事業特別会計ともに資金不足はありません。

資金不足比率
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障
が
い
の
あ
る
人
や
そ
の
家
族

の
た
め
の
相
談
窓
口

国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
期
間
・

納
付
猶
予
期
間
が
あ
る
方
へ

自
立
支
援
医
療
（
精
神
通
院
）
受
給
者

証
の
期
限
切
れ
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

障
害
者
相
談
員

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
の
方
へ

国
民
健
康
保
険
へ
の
届
け
出
は
お
す
み

で
す
か
？

　

国
民
健
康
保
険
に
加
入
す
る
と
き
や
、

脱
退
す
る
と
き
は
、
14
日
以
内
に
保
健
福

祉
課
の
窓
口
へ
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

　

資
格
は
、
加
入
や
脱
退
の
事
実
が
発
生

し
た
日
ま
で
さ
か
の
ぼ
り
ま
す
。

届
け
出
が
遅
れ
る
と
・
・
・

〇
保
険
料
を
さ
か
の
ぼ
っ
て
支
払
う
こ
と

に
な
り
ま
す
。

〇
被
保
険
者
証
の
な
い
期
間
の
医
療
費

が
、
全
額
自
己
負
担
に
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

〇
資
格
を
外
れ
た
あ
と
に
国
民
健
康
保
険

の
被
保
険
者
証
で
受
診
し
た
医
療
費
が

あ
る
場
合
、
お
返
し
い
た
だ
く
こ
と
に

な
り
ま
す
。

※
届
け
出
の
際
は
、
次
の
も
の
を
ご
持
参

の
う
え
、
届
け
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

加
入
す
る
と
き
必
要
な
も
の

①
社
会
保
険
の
資
格
喪
失
証
明
書
又
は
離

職
票

②
本
人
及
び
世
帯
主
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が

わ
か
る
も
の

③
届
出
人
の
身
分
証
明
書

脱
退
す
る
と
き
必
要
な
も
の

①
社
会
保
険
の
被
保
険
者
証
（
対
象
者
全

員
分
）
又
は
資
格
取
得
証
明
書

②
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
証
（
返
却

の
た
め
）

③
本
人
及
び
世
帯
主
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が

わ
か
る
も
の

④
届
出
人
の
身
分
証
明
書

問　

保
健
福
祉
課
（
☎
52
ー
2
1
9
5
）

〜 

特
定
健
診
を
受
診
し
ま
し
ょ
う 

〜

　

保
健
相
談
セ
ン
タ
ー
で
の
集
団
健
診
を

受
診
さ
れ
な
か
っ
た
方
に
、
健
康
診
査
受

診
券
を
お
送
り
し
て
お
り
ま
す
。

　

前
回
の
健
康
診
査
の
結
果
が
良
く
な

か
っ
た
方
、
日
頃
か
ら
自
身
の
健
康
を
気

に
し
て
い
る
方
は
、
ぜ
ひ
、
特
定
健
康
診

査
を
受
診
し
て
、
健
康
管
理
に
役
立
て
て

く
だ
さ
い
。

実
施
医
療
機
関

　

和
木
町
及
び
岩
国
市
の
医
療
機
関

※
詳
細
は
届
い
た
ご
案
内
文
書
で
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

実
施
期
間　

令
和
7
年
3
月
31
日
㈪
ま
で

申
込
方
法　

受
診
を
希
望
す
る
医
療
機
関
に

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

持
参
物

①
健
康
診
査
受
診
券

②
健
康
診
査
質
問
票

③
被
保
険
者
証

自
己
負
担
額　

無
料

問　

保
健
福
祉
課
（
☎
52
ー
2
1
9
5
）

国
民
年
金
保
険
料
の
追
納
を
お
す
す

め
し
ま
す
！

　

国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
、
納
付
猶
予
、

学
生
納
付
特
例
を
受
け
た
期
間
が
あ
る
と
、

保
険
料
を
全
額
納
め
た
と
き
に
比
べ
、
将

来
受
け
取
る
老
齢
基
礎
年
金
の
年
金
額
が

少
な
く
な
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
こ
れ
を
補
う
た
め
に
、
10
年

以
内
で
あ
れ
ば
、
こ
れ
ら
の
期
間
の
保
険

料
を
あ
と
か
ら
納
め
る
こ
と
（
追
納
）
が

で
き
ま
す
。
ま
た
、
追
納
し
た
保
険
料
は
、

年
末
調
整
や
確
定
申
告
の
際
に
社
会
保
険

料
控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
免
除
等
を
受
け
た
期
間
の
翌
年
度

　

相
談
電
話 

21
ー
8
7
5
0

　

m
ail:sts.sirakaba@

coast.ocn.ne.jp

　

月
〜
金　

8
時
15
分
〜
17
時

問　

保
健
福
祉
課
（
☎
52
ー
2
1
9
5
）

　

身
体
障
害
者
、
知
的
障
害
者
の
身
近
な

問
題
に
つ
い
て
、
町
か
ら
委
託
を
受
け
た

相
談
員
が
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

相
談
先

身
体
障
害
者
相
談
員　

嶋
谷
保
則

　
（
☎
52
ー
8
6
4
4
）

※
窓
口
は
和
木
町
社
会
福
祉
協
議
会

　

火
、
金
曜
日
の
み

知
的
障
害
者
相
談
員　

樫
山
瑞
枝

　
（
☎
53
ー
5
7
7
0
）

問　

保
健
福
祉
課
（
☎
52
ー
2
1
9
5
）

　

自
立
支
援
医
療
（
精
神
通
院
）
の
受
給

者
証
は
、
毎
年
更
新
が
必
要
で
す
。
有
効

期
間
は
受
給
者
証
に
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

更
新
の
手
続
き
は
、
有
効
期
間
が
終
了
す

る
3
ヶ
月
前
か
ら
で
き
ま
す
の
で
、
お
早

め
に
お
願
い
し
ま
す
。
町
か
ら
個
別
に
更

新
の
お
知
ら
せ
は
行
っ
て
お
り
ま
せ
ん
の

で
、
期
限
切
れ
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

更
新
に
必
要
な
も
の　

申
請
書
、
診
断
書

（
原
則
、
2
年
に
1
度
）、
健
康
保
険
証
、

身
分
証
明
書
（
窓
口
に
来
ら
れ
る
方
）、
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
の
確
認
で
き
る
も
の
。

※
国
民
健
康
保
険
の
方
は
同
一
世
帯
の
加

入
者
全
員
分
、
社
会
保
険
の
方
は
被
保

険
者
と
本
人
の
保
険
証
が
必
要
で
す
。

※
受
給
者
証
の
有
効
期
限
が
切
れ
た
場
合
、

再
認
定
の
申
請
に
は
診
断
書
が
必
要
と

な
り
ま
す
。
ま
た
、
日
付
を
さ
か
の
ぼ

っ
て
の
受
付
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

問　

保
健
福
祉
課
（
☎
52
ー
2
1
9
5
）

か
ら
起
算
し
て
、
3
年
度
目
以
降
に
保
険
料

を
追
納
す
る
場
合
に
は
、
当
時
の
保
険
料
額

に
一
定
の
加
算
額
が
上
乗
せ
さ
れ
ま
す
の
で
、

お
早
目
の
追
納
を
お
す
す
め
し
ま
す
。
老
齢

基
礎
年
金
を
受
給
す
る
こ
と
が
で
き
る
方
は

追
納
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

追
納
を
行
う
場
合
は
、
年
金
事
務
所
へ
お

申
し
込
み
が
必
要
で
す
。
詳
し
く
は
、
年
金

事
務
所
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問　

岩
国
年
金
事
務
所
（
☎
24
ー
2
2
2
2
）

　
　

保
健
福
祉
課
（
☎
52
ー
2
1
9
5
）

　

町
で
は
、
障
が
い
に
関
す
る
困
り
事
や
悩

み
な
ど
の
相
談
窓
口
と
な
る
事
業
所
を
3
ヵ

所
設
け
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

対
象
者　

身
体
障
害
・
知
的
障
害
・
精
神
障

害
を
お
持
ち
の
方
及
び
そ
の
家
族

相
談
内
容　

仕
事
の
こ
と
、経
済
的
な
こ
と
、

将
来
の
こ
と
、
福
祉
制
度
や
サ
ー
ビ
ス
の
こ

と
な
ど
、
普
段
の
生
活
の
中
で
の
不
安
や
悩

み
、困
っ
て
い
る
こ
と
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

ま
た
、
ど
こ
に
相
談
し
た
ら
良
い
か
分
か
ら

な
い
と
い
っ
た
相
談
も
可
能
で
す
。

　

相
談
費
用
は
か
か
ら
ず
、
秘
密
は
必
ず
守

り
ま
す
の
で
、お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

相
談
先

①
岩
国
市
障
害
者
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

　

岩
国
市
岩
国
4
ー
2
ー
20

　

相
談
電
話 

43
ー
2
3
9
9

　
m
ail:iw

asha-shougai@
iw
asha.jp

　

月
〜
金　

8
時
30
分
〜
17
時
15
分

②
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
ト
ラ
イ
ア
ン
グ

ル

　

岩
国
市
横
山
1
ー
12
ー
51

　

相
談
電
話 
44
ー
3
2
4
4

　

m
ail:triangle@

joy.ocn.ne.jp

　

火
〜
土　

9
時
〜
18
時

③
障
害
者
地
域
支
援
セ
ン
タ
ー
し
ら
か
ば

　

岩
国
市
室
の
木
3
ー
1
ー
74
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町
民
相
談

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
出
張
相
談

行
政
書
士
電
話
相
談

調
停
手
続
無
料
相
談
会

弁
護
士
無
料
法
律
相
談

消
費
生
活
相
談

行
政
書
士
に
よ
る
無
料
相
談
会

相
続
、
遺
言
の
こ
と
に
お
こ
た
え
し
ま
す

9
月
〜
10
月
は
行
政
相
談
月
間
で
す

ち
ょ
こ
っ
と
よ
り
み
ち
『
ち
ょ
こ
の
会
』

手
づ
く
り
パ
ン
定
期
販
売
の
お
知
ら
せ

お
い
し
い
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
を
食
べ
て
、

楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま
せ
ん
か

子
ど
も
食
堂
「
わ
き
っ
ち
ん
」

　

ふ
れ
あ
い
工
房
ク
ロ
ー
バ
ー
は
、
障
が
い

を
持
っ
た
人
の
社
会
的
な
活
動
や
経
済
的
な

自
立
を
促
し
、
障
が
い
者
の
社
会
参
加
を
図

る
た
め
の
施
設
で
す
。

　

皆
さ
ま
の
お
越
し
を
心
よ
り
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。

日
時 

10
月
9
日
㈬　

14
時
30
分
〜
15
時

時
間 

総
合
福
祉
会
館
1
階
ロ
ビ
ー

問 

和
木
町
社
会
福
祉
協
議
会

（
☎
52
ー
8
6
4
4
）

　
は
っ
ち
ー
ず
は
、
学
校
や
家
庭
の
中
で
疑
問
や

不
安
に
思
っ
て
い
る
こ
と
に
耳
を
か
た
む
け
ま

す
。
丁
寧
に
お
話
を
聴
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

ま
ず
は
文
化
会
館
で
メ
ン
バ
ー
の
方
と
お

話
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

日
時 

10
月
10
日
㈭

時
間 

9
時
30
分
〜
11
時

場
所 

文
化
会
館
1
階
集
会
室

問 

教
育
委
員
会
事
務
局（
☎
53
ー
3
1
2
3
）

日
時 

10
月
19
日
㈯

受
付 

11
時
30
分
〜
12
時

場
所 

安
禅
寺
（
和
木
1
丁
目
6
番
18
号
）

参
加
費 

こ
ど
も
：
無
料

　
　
　

 

保
護
者
：
3
0
0
円

申
込
方
法 

先
着
20
名

※
準
備
の
た
め
、
16
日
㈬
ま
で
に
事
前
申
し

込
み
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
「
わ
き
っ
ち
ん
」
事
務
局

（
☎
0
9
0
ー
7
1
3
6
ー
8
9
5
7
）

日
時 

10
月
7
日
㈪
・
8
日
㈫

　
　

 

10
時
〜
16
時
ま
で

場
所 

山
口
県
行
政
書
士
会

相
談
方
法 

無
料
電
話
相
談
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

（
☎
0
1
2
0
ー
3
2
6
ー
1
2
5
）

相
談
内
容 

　

相
続
・
遺
言
・
建
設
業
・
法
人
設
立
・
契
約
・

内
容
証
明
・
自
動
車
・
農
地
転
用
・
公
正
証
書
・

営
業
許
可
・
国
際
業
務
・
成
年
後
見
・
産
業

廃
棄
物
・
交
通
事
故
・
告
訴
状
・
著
作
権
な

ど
に
関
す
る
こ
と

相
談
員 

山
口
県
行
政
書
士
会
の
行
政
書
士

問 

山
口
県
行
政
書
士
会

（
☎
0
8
3
ー
9
2
4
ー
5
0
5
9
）

　

こ
の
事
業
は
、
住
民
の
皆
さ
ま
に
広
く
調

停
手
続
相
談
会
の
場
を
設
け
、
調
停
制
度
に

つ
い
て
知
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
に
し

て
い
ま
す
。
会
場
で
は
調
停
委
員
が
調
停
手

続
き
の
利
用
に
つ
い
て
個
別
に
相
談
に
応
じ

ま
す
。

日
時 

10
月
18
日
㈮　

10
時
〜
15
時

場
所 

岩
国
市
民
文
化
会
館　

第
2
研
修
室
、

第
3
研
修
室

相
談
内
容 

交
通
事
故
・
金
銭
・
土
地
建
物
・

公
害
・
家
庭
に
関
す
る
問
題
な
ど

相
談
員 
岩
国
調
停
協
会
所
属
の
民
事
調
停

委
員
・
家
事
調
停
委
員

問 

山
口
地
方
裁
判
所
岩
国
支
部

（
☎
41
ー
0
1
8
3
）

各
種
お
知
ら
せ

　

身
近
な
相
談
、
お
困
り
ご
と
に
つ
い
て
、

町
民
相
談
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

日
時 

毎
週
火
・
金
曜
日　

9
時
〜
16
時

場
・
問 

町
民
相
談
室（
和
木
町
社
会
福
祉
協

議
会
内
）（
☎
52
ー
1
6
1
6
）

主
催 

あ
ん
し
ん
相
続
せ
と
う
ち

　
　

 

行
政
書
士
よ
う
か
い
事
務
所

　
　

 

竹
村
行
政
書
士
事
務
所

　
　

 

し
げ
く
に
行
政
書
士
事
務
所

日
時 
10
月
18
日
㈮　

9
時
〜
12
時

場
所 
総
合
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

1
階
集
会
室

※
ご
予
約
は
不
要
で
す
。
お
気
軽
に
お
越
し

く
だ
さ
い
。

※
行
政
書
士
に
は
秘
密
を
守
る
義
務
が
あ
り

ま
す
。
安
心
し
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問 

用
皆
光
康
行
政
書
士

（
☎
0
8
2
9
ー
56
ー
5
5
9
9
）

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
岩
国
で
は
、
生
活
保
護
受

給
者
及
び
生
活
困
窮
者
の
方
、
ひ
と
り
親
の

方
、
高
齢
者
の
方
の
就
職
支
援
の
た
め
、
出

張
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。
幅
広
く
相
談
を

お
受
け
し
ま
す
。

日
時 

10
月
15
日
㈫　

13
時
30
分
〜
15
時
30
分

場
所 

文
化
会
館
２
階
商
工
指
導
室

※
前
日
の
正
午
ま
で
に
ご
予
約
を
お
願
い
し

ま
す
。

問 

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
岩
国
（
☎
21
ー
3
2
8
1
）

　

総
務
省
で
は
、
行
政
相
談
制
度
を
広
く
国

民
の
方
々
に
知
っ
て
い
た
だ
き
、
利
用
し
て

い
た
だ
く
た
め
に
、9
月
〜
10
月
ま
で
を「
行

政
相
談
月
間
」
と
定
め
、
各
種
行
事
等
を
実

施
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

町
に
お
い
て
も
次
の
と
お
り
行
政
相
談
所

を
開
設
し
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

日
時 

10
月
18
日
㈮　

10
時
〜
12
時

場
・
問 

町
民
相
談
室（
和
木
町
社
会
福
祉
協

議
会
内
）（
☎
52
ー
1
6
1
6
）

　

消
費
生
活
に
お
困
り
の
方
は
、
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

日
時 

10
月
1
日
、8
日
、15
日
、22
日
、29
日

　
　

 

9
時
〜
17
時

　
　

 

※
毎
週
火
曜
日
に
行
っ
て
い
ま
す
。

場
所 

役
場
議
会
棟
1
階
相
談
室

相
談
員 

轟　

眞
由
美
さ
ん

（
和
木
町
消
費
生
活
相
談
員
）

問 

役
場
議
会
棟
相
談
室（
☎
35
ー
5
3
1
0
）

主
催 

弁
護
士
法
人
あ
さ
か
ぜ
法
律
事
務
所

日
時 

10
月
24
日
㈭　

9
時
〜
12
時

場
所 

総
合
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

1
階
健
康
相
談
室

問 

弁
護
士
法
人
あ
さ
か
ぜ
法
律
事
務
所

　

 

岩
国
市
役
所
前
事
務
所（☎

22
ー
7
7
7
7
）

※
ご
相
談
は
事
前
の
ご
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。
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町
営
住
宅
入
居
者
募
集

児
童
手
当
制
度
の
拡
充
に
つ
い
て

和
木
町
は
い
か
い
高
齢
者
等

Ｓ
Ｏ
Ｓ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業

年
末
お
見
舞
金
の
申
請
は
お
早
め
に

被
爆
者
・
被
爆
二
世
定
期
健
康

診
断
（
後
期
）
に
つ
い
て

家
賃 

2
5
，7
0
0
円
〜
5
0
，4
0
0
円

（
共
益
費
別
）

駐
車
場 

1
台
／
戸　

※
2
台
目
以
降
の
駐
車

場
は
、
入
居
者
が
準
備
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
資
格

⑴
現
に
自
ら
居
住
す
る
た
め
に
住
宅
を
必
要
と

す
る
方
（
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
方
）

⑵
現
に
同
居
し
、
ま
た
は
同
居
し
よ
う
と
す
る

親
族
の
あ
る
方
（
2
名
以
上
で
入
居
さ
れ
る

方
）

⑶
入
居
し
よ
う
と
す
る
家
族
全
員
の
収
入
合
計

が
収
入
基
準
の
範
囲
内
に
あ
る
方

⑷
連
帯
保
証
人
が
お
ら
れ
る
方

⑸
現
在
、
公
営
住
宅
（
県
営
、
市
区
町
村
営
等
）

に
入
居
し
て
い
な
い
方

⑹
入
居
を
希
望
す
る
家
族
全
員
が
地
方
税
（
料

を
含
む
）
に
滞
納
が
な
い
方

⑺
申
込
者
、
同
居
又
は
同
居
し
よ
う
と
す
る
親

族
が
、
暴
力
団
員
で
な
い
方

申
込
受
付
期
間
等

⑴
申
込
受
付
期
間　

10
月
1
日
㈫
〜
18
日
㈮

⑵
受
付
時
間 

8
時
30
分
〜
17
時
15
分

（
役
場
閉
庁
日
を
除
く
。）

申
込
に
必
要
な
書
類
等

⑴
申
込
書　

役
場
都
市
建
設
課
（
3
階
）、
ま

た
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ
り
ま
す
。

⑵
所
得
を
証
明
す
る
公
的
機
関
が
発
行
す
る
書

類
（
所
得
証
明
書
、
課
税
証
明
書
な
ど
）

⑶
地
方
税
（
料
を
含
む
）
の
滞
納
が
な
い
こ
と

を
証
明
す
る
書
類
（
完
納
証
明
書
等
）

⑷
住
民
票
（
入
居
し
よ
う
と
す
る
方
、
全
員
の

住
民
票
）

⑸
そ
の
他
、
町
が
提
出
を
求
め
る
書
類
（
障
害

者
手
帳
の
写
し
、
戸
籍
謄
本
な
ど
）

決
定
方
法

申
込
者
数
が
募
集
戸
数
を
超
え
る
場
合
は
公
開

抽
選
を
行
い
ま
す
。

注
意
事
項 

ペ
ッ
ト
不
可

申
・
問 

都
市
建
設
課
（
☎
52
ー
２
１
９
７
）

　
『
和
木
町
は
い
か
い
高
齢
者
等
Ｓ
Ｏ
Ｓ
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
事
業
』
と
は
、
認
知
症
の
方
等
が
行

方
不
明
に
な
っ
た
と
き
、
地
域
の
協
力
を
得
て

早
く
発
見
・
保
護
す
る
た
め
の
取
り
組
み
で
す
。

　

外
に
出
て
自
宅
に
戻
れ
な
く
な
る
可
能
性
の

あ
る
認
知
症
高
齢
者
等
の
情
報
を
事
前
に
登
録

し
、
行
方
不
明
に
な
っ
た
と
き
に
、
家
族
等
の

依
頼
に
よ
り
身
体
的
特
徴
や
服
装
な
ど
の
情
報

を
協
力
事
業
者
に
配
信
し
て
、
情
報
提
供
を
お

願
い
す
る
も
の
で
す
。

《
事
前
登
録
に
つ
い
て
》

・
申
請
の
窓
口
：
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

・
申
請
者
：
ご
家
族
等

・
申
請
の
時
に
必
要
な
も
の
：
登
録
対
象
者
の

写
真
（
顔
、
全
身
の
2
枚
）

申
・
問 

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー　

（
☎
52
ー
2
1
9
6
）

　

赤
い
羽
根
・
歳
末
た
す
け
あ
い
配
分
（
お
見

舞
金
）
の
申
請
を
受
け
付
け
ま
す
。
次
の
基
準

に
該
当
さ
れ
る
方
は
、
期
限
ま
で
に
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。

①
身
体
障
害
者
手
帳
（
1
、
2
級
）
を
お
持
ち

の
方　
　
　
　
　
　
　
　
　

3
，
0
0
0
円

②
療
育
手
帳
（
Ａ
・
Ｂ
）
を
お
持
ち
の
方

3
，
0
0
0
円

③
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳（
1
、
2
級
）

を
お
持
ち
の
方　
　
　
　
　

3
，
0
0
0
円

④
ひ
と
り
親
世
帯
（
満
18
歳
未
満
の
子
の
い
る

母
子
・
父
子
世
帯
で
、
生
活
保
護
世
帯
を
除

く
）　　
　
　
　
　
　
　
　

3
，
0
0
0
円

※
子
が
ひ
と
り
増
す
ご
と
に　

1
，
0
0
0
円

⑤
長
期
入
院
者
（
自
宅
療
養
を
含
め
6
か
月
以

上
入
院
し
て
い
る
方
）　　　

3
，
0
0
0
円

⑥
在
宅
で
3
か
月
以
上
寝
た
き
り
状
態
に
あ
る

方　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

3
，
0
0
0
円

　

児
童
手
当
法
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
令
和

6
年
10
月
分
（
令
和
6
年
12
月
支
給
分
）
か

ら
児
童
手
当
制
度
の
一
部
が
変
更
と
な
り
ま

す
。
制
度
改
正
の
内
容
に
つ
い
て
は
町
Ｈ
Ｐ

又
は
、
9
月
広
報
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

左
記
の
方
は
新
た
に
申
請
が
必
要
と
な
り

ま
す
。（
申
請
期
限
10
月
31
日
㈭
）

・
中
学
生
以
下
の
児
童
を
養
育
し
て
お
ら
ず
、

高
校
生
年
代
の
児
童
を
養
育
し
て
い
る
方

・
こ
れ
ま
で
、
所
得
上
限
限
度
額
以
上
で
、

児
童
手
当
・
特
例
給
付
の
支
給
対
象
外
で

あ
っ
た
方

・
現
在
、
児
童
手
当
を
受
給
さ
れ
て
い
る
方

の
内
、
「
受
給
者
が
生
計
費
を
負
担
し
て

い
る
大
学
生
年
代
（
高
校
生
年
代
後
、
22

歳
に
な
る
年
度
の
3
月
末
ま
で
）
の
子
」

が
お
り
、
か
つ
0
歳
か
ら
高
校
生
年
代
ま

で
の
子
と
の
合
計
人
数
が
3
人
以
上
の
方

※
申
請
対
象
と
な
る
可
能
性
の
あ
る
方
に
は
、

和
木
町
か
ら
「
制
度
改
正
の
お
知
ら
せ
及

び
申
請
書
類
」
を
送
付
し
て
い
ま
す
が
、

対
象
児
童
の
住
民
票
が
和
木
町
に
な
い
な

ど
の
場
合
は
送
付
し
て
お
り
ま
せ
ん
。
町

Ｈ
Ｐ
又
は
住
民
サ
ー
ビ
ス
課
で
申
請
書
を

入
手
し
、
申
請
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
主
た
る
生
計
者
が
公
務
員
の
場
合
は
、
勤

務
先
で
の
申
請
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

※
施
設
に
入
所
し
て
い
る
児
童
は
施
設
か
ら

の
申
請
が
必
要
で
す
。

問 

住
民
サ
ー
ビ
ス
課
（
☎
52
ー
2
1
9
4
）

募
集
住
宅　

山
の
手
団
地
第
3
棟　

1
戸　

3
0
2
号

（
3
階
）　

和
木
町
和
木
2
丁
目
2
番

構
造 

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造 

3
階
建

　
　

 

3
D
K

申
請
期
限 

11
月
15
日
㈮

申
請
場
所 

社
会
福
祉
協
議
会

※
申
請
書
は
、
社
会
福
祉
協
議
会
ま
た
は
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
よ
り
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

※
印
鑑
と
手
帳
（
①
〜
③
の
方
）
を
持
参
し
て

く
だ
さ
い
。

※
家
族
の
方
等
で
代
理
で
申
請
さ
れ
る
場
合
は
、

本
人
と
の
関
係
が
わ
か
る
も
の
を
持
参
く
だ
さ

い
。

※
令
和
6
年
11
月
1
日
現
在
が
基
準
日
と
な
り
ま

す
。

問 

和
木
町
社
会
福
祉
協
議
会（☎

52
ー
8
6
4
4
）

　

今
年
度
の
定
期
健
康
診
断
（
後
期
）
を
次
の

と
お
り
実
施
し
ま
す
。

実
施
期
間 

11
月
１
日
㈮
〜
30
日
㈯

※
日
曜
日
及
び
祝
日
を
除
く

対
象
者 

被
爆
者
の
方
、
被
爆
二
世
の
方

実
施
場
所 

受
託
医
療
機
関

※
詳
し
く
は
、
岩
国
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

※
医
療
機
関
に
は
、
予
約
の
要
否
、
時
間
帯
等

を
事
前
に
ご
確
認
の
上
、
受
診
し
て
く
だ
さ

い
。

持
参
品

被
爆
者
の
方

①
被
爆
者
健
康
手
帳
ま
た
は
健
康
診
断
受
診
者

証
②
健
康
保
険
証

被
爆
者
二
世
の
方

①
被
爆
二
世
健
康
診
断
記
録
表
（
お
持
ち
の
場

合
）

②
健
康
保
険
証

費
用 

原
則
、
自
己
負
担
な
し

問 

岩
国
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
岩
国
環
境
保

健
所
）
地
域
保
健
班
（
☎
29
ー
1
5
2
3
）
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職
業
訓
練
生
の
募
集
「
医
療
・

調
剤
事
務
科
」

自
衛
官
候
補
生
募
集

文
化
会
館
当
直
職
員
募
集

広
島
広
域
都
市
圏

ふ
る
さ
と
の
魅
力
発
見
ツ
ア
ー

募
集
人
員 

40
名

※
最
少
催
行
人
員
25
名
、
定
員
に
達
し
次
第

募
集
終
了

そ
の
他 

バ
ス
ガ
イ
ド
は
乗
車
し
ま
せ
ん（
添

乗
員
は
同
行
し
ま
す
）。

西
国
街
道
を
歩
く

（
広
島
市
、
府
中
町
、
海
田
町
）

日
時 

11
月
23
日
㈯

（
集
合 

12
時
、
解
散 

16
時
30
分
予
定
）

集
合
場
所 

広
島
平
和
記
念
公
園
レ
ス
ト
ハ

ウ
ス
（
広
島
市
中
区
中
島
町
1
ー
1
）

解
散
場
所 

織
田
幹
雄
ス
ク
エ
ア
（
安
芸
郡

海
田
町
中
店
8
ー
24
）

内
容 

道
路
元
標
（
元
安
橋
）、
胡
子
神
社
、

京
橋
、
猿
猴
橋
、
矢
賀
・
里
塚
、
蒸
気
機
関

車
（
府
中
町
）、
海
田
・
里
塚
跡
、
海
田
宿

旅
行
代
金 

お
ひ
と
り
様　

8
，
5
0
0
円

（
昼
食
な
し
）

募
集
人
員 

50
名

※
最
少
催
行
人
員
25
名
、
定
員
に
達
し
次
第

募
集
終
了

そ
の
他 

全
行
程
ガ
イ
ド
付
き
で
、
1
人
1

台
ワ
イ
ヤ
レ
ス
レ
シ
ー
バ
ー
を
準
備
し
て
お

り
ま
す
。

は
や
し
こ
見
学
と
長
江
寺
の
秘
宝
「
獏
頭
の

玉
枕
」（
飯
南
町
、
川
本
町
）

日
時 

11
月
1
日
㈮

（
集
合 

8
時
50
分
、
解
散 

17
時
40
分
予
定
）

集
合
場
所 

広
島
駅
北
口
2
階
ペ
デ
ス
ト
リ

ア
ン
デ
ッ
キ
中
央
サ
ー
ク
ル
（
広
島
市
南
区

松
原
町
2
番
37
号
）

内
容 

道
の
駅
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン

タ
ー
か
わ
も
と
（
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
）、
長
江

寺
（
拝
観
・
住
職
に
よ
る
お
説
法
）、
石
見

ワ
イ
ナ
リ
ー
ゴ
ー
ル
デ
ン
ユ
ー
ト
ピ
ア
お

お
ち
（
昼
食
）、道
の
駅
赤
来
高
原
（
シ
ョ
ッ

ピ
ン
グ
）、
赤
穴
八
幡
宮
（
は
や
し
こ
見
学
）

旅
行
代
金 

お
ひ
と
り
様　
1
0
，
0
0
0
円

（
昼
食
代
込
み
）

募
集
人
員 

30
名

※
最
少
催
行
人
員
20
名
、
定
員
に
達
し
次
第

募
集
終
了

そ
の
他 

バ
ス
ガ
イ
ド
は
乗
車
し
ま
せ
ん（
添

乗
員
は
同
行
し
ま
す
）。

名
勝 

吉
水
園 

秋
の
一
般
公
開
と
ウ
ッ
ド
ワ

ン
美
術
館
（
廿
日
市
市
、
安
芸
太
田
町
）

日
時 

11
月
9
日
㈯

（
集
合 

9
時
20
分
、
解
散 

16
時
分
予
定
）

集
合
場
所 

広
島
駅
北
口
2
階
ペ
デ
ス
ト
リ

ア
ン
デ
ッ
キ
中
央
サ
ー
ク
ル
（
広
島
市
南
区

松
原
町
2
番
37
号
）

内
容 

ウ
ッ
ド
ワ
ン
美
術
館
・
秋
季
展
、
ク

ヴ
ェ
ー
レ
吉
和
（
昼
食
・
あ
わ
び
茸
御
膳
）、

道
の
駅
来
夢
と
ご
う
ち
（
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
）、

吉
水
園
・
秋
の
一
般
公
開

旅
行
代
金 

お
ひ
と
り
様　
1
0
，
0
0
0
円

（
昼
食
代
込
み
）

主
催 

広
島
広
域
都
市
圏
協
議
会

旅
行
企
画
・
実
施 

株
式
会
社
た
び
ま
ち

ゲ
ー
ト
広
島

予
約
サ
イ
ト

https://tabim
achi-gh.co.

jp/tabi/tour/

　
問 

株
式
会
社
た
び
ま
ち
ゲ
ー
ト
広
島

（
☎
0
8
2
ー
5
4
3
ー
2
1
2
1
）

　

陸
・
海
・
空
自
衛
隊
で
は
、
入
隊
し
て
か

ら
か
ら
だ
を
鍛
え
る
の
で
、
体
力
に
自
信
の

な
い
方
も
歓
迎
し
ま
す
。

資
格 

18
歳
以
上
33
歳
未
満

試
験
予
定

一
次
試
験　

11
月
26
日
㈫
ま
た
は
27
日
㈬

二
次
試
験　

11
月
30
日
㈯

入
隊
時
期 

令
和
7
年
春

学
歴
・
資
格
等 

学
歴
・
性
別
・
資
格
・
経
歴

不
問

※
個
別
相
談
随
時
受
付
中

問 

自
衛
隊
山
口
地
方
協
力
本
部
岩
国
地
域

事
務
所
（
☎
23
ー
1
5
8
0
）

　

医
療
機
関
や
薬
局
で
働
く
こ
と
が
出
来
る

知
識
や
技
能
を
身
に
つ
け
ま
す
。
加
え
て
、

パ
ソ
コ
ン
ス
キ
ル
や
接
遇
マ
ナ
ー
も
習
得

し
、
多
様
な
業
務
に
対
応
で
き
る
人
材
を
目

指
し
ま
す
。
ま
た
無
料
の
託
児
サ
ー
ビ
ス
が

利
で
き
ま
す
。（
受
入
児
童
4
名
）

費
用 

受
講
料
無
料
で
す
。
た
だ
し
、
テ
キ

ス
ト
代
や
検
定
受
験
料
は
別
途
必
要
で
す
。

（
教
科
書
代
3
2
，
8
9
0
円
）

訓
練
期
間

令
和
6
年
11
月
26
日
㈫
〜
令
和
7
年
3
月
25
日
㈫

募
集
期
間

9
月
30
日
㈪
〜
10
月
31
日
㈭
締
切

※
先
着
順
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

募
集
定
員 

20
名

訓
練
場
所

学
校
法
人
Y
I
C
学
院　

岩
国
教
室
（
岩
国

駅
前
ビ
ル
）

問 

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
岩
国
職
業
訓
練
担
当

（
☎
21
ー
3
2
8
1
）

職
種 
文
化
会
館
管
理

職
務
内
容

　

文
化
会
館
使
用
者
へ
の
鍵
の
受
け
渡
し
、

見
回
り
施
錠
、
窓
口
・
電
話
対
応

任
用
予
定
人
数 

1
人
（
隔
週
勤
務
）

学
歴
・
資
格
等
要
件

　

館
内
見
回
り
、
窓
口
や
電
話
対
応
が
で
き

る
方

選
考
方
法 

書
類
審
査
及
び
個
人
面
接

任
用
期
間 

令
和
7
年
3
月
31
日
ま
で

勤
務
場
所 

和
木
町
文
化
会
館

勤
務
日
等

　

平
日 

17
時
15
分
か
ら
行
事
終
了
ま
で

　

土
日
祝
日　

行
事
開
始
か
ら
行
事
終
了
ま

で報
酬
等 

　

時
給　

17
時
00
分
ま
で　

1
，
0
1
0
円

　
　
　
　

17
時
00
分
以
降　

1
，
1
3
0
円

　

通
勤
手
当
：
規
定
に
よ
る

そ
の
他 

・
平
日
夜
間
や
土
日
祝
日
に
行
事
が
な
い
場

合
は
休
み

・
行
事
に
よ
り
勤
務
時
間
が
早
ま
る
こ
と
や

遅
く
な
る
こ
と
あ
り

・
臨
時
的
に
平
日
日
中
に
勤
務
あ
り

応
募
方
法

　

会
計
年
度
任
用
職
員
申
込
書
に
必
要
事
項

（
顔
写
真
添
付
）
を
記
入
し
、
和
木
町
教
育

委
員
会
事
務
局
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

申
・
問 

教
育
委
員
会
事
務
局

（
☎
53
ー
3
1
2
3
）
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　町道の道路改良工事に伴
い、交通規制を行います。
　現地案内看板及び交通誘
導員に従って通行してくだ
さい。 
　皆さまには大変ご迷惑を
おかけしますが、ご協力を
よろしくお願いします。

交通規制の
　　    お知らせ

工 事 箇 所

工事期間
　令和７年２月２８日（金）
　まで　※うち６０日間程度
　
問
　都市建設課
　☎ ５２－２１９８

工 事 箇 所

工事期間　令和６年９月３０日から令和８年１月３０日（予定）
発注者　山口県岩国土木建築事務所　☎ ２９－１５４８

受注者　西山建設㈱　☎ ８２－２４５２
問　都市建設課　☎ ５２－２１９８

県道蜂ヶ峯公園線
道路整備工事
　　　のおしらせ

和
木
こ
ど
も
園

さくら遊園地

あけぼの橋

和木駅

　県道蜂ヶ峯公園線道路整備工事に伴う準備が始まります。
　工事の際には、交通規制が実施される予定となっています。
　皆さまには大変ご迷惑をおかけしますが、ご協力をよろし
くお願いします。
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ちょこカフェ
和木中 PTA 執行部とのコラボで「ちょこカフェ」を
和木中学校にて開催します
コーヒーとチョコを食べながら、おしゃべりをしま
せんか？

場所
日時

主催
内容

和木中学校コミュニティールーム（1F）
令和６年１０月５日 ( 土 )　
　　９時 ～ １２時
和木町家庭教育支援チーム はっちーず
子育て経験のあるはっちーずのメンバーが、みな
さんが学校や家庭の中で疑問や不安に思っている
ことに耳をかたむけます。いろいろなお話をてい
ねいに聴かせていただきます。今後、家庭教育の
ポイントなどをお伝えする学習会も行いたいと考
えています。

〇小学校（毎週木曜日）、
　こども園（毎月第２木曜日）でのあいさつ運動
〇文化会館でのサロン　　通称：ちょこの会
　（毎月第２木曜日９：３０～１１：００）
〇はっちーず通信の発行（毎学期始め）

【はっちーずの主な活動】

　広報わきやアイ・キャン和木
ちゃんねるに掲載した写真を無
料で差し上げます。
　ご希望の方（写真に写ってい
る本人またはそのご家族）はご
連絡ください。

掲載写真を

差し上げます

掲載写真を

差し上げます

掲載写真を

差し上げます

掲載写真を

差し上げます

問　企画総務課（☎52-2136）

和木町内のイベントの模様
やお役立ち情報を放送して
います。

主　催：和木町文化協会
後　援：和木町・和木町教育委員会
問合せ：和木町文化協会（☎５２ー２１９１）
　　　　〔総合コミュニティセンター内〕

10月30日　　11月10日水 日

和木美術館（アートウィング）10:00  17:00
10月30日　　11月10日水 日

※ただし、日曜日は16:00まで
和木美術館（アートウィング）10:00  17:00

絵画：三分一貴司　島﨑こずえ
　　　島崎　陽子
陶芸：藤川　暁子　宮本　健吾　

《特別出展》

10/30（水） 11/3（日）

→ 11/6（水） 11/10（日）
→

★正筆書道会
★フラワーアレンジメント講座
★和木短歌会

★子供絵画教室
★フランス刺繍（橋本  松枝）

11月10日11月10日 和木町文化会館ホール 式　典 / 12:30～
芸能祭 / 13:00～

★コーラス「あひる」
★ハーモニーCoo
★馨風流吟剣詩舞道
★和木社交ダンス同好会　
★和木カラオケ同好会
★ナニ モハラ

★邦楽 生田流正派 桃の会
★フォークダンスの会
★プチママコーラス
★和木ルンルンクラブ
★公民館民踊部
★ダンスサークルABEATクラブ

★ナメア フラ オ イカラ’イ
★はっち弦楽合奏団
★四境太鼓
★AMM
★お楽しみ抽選会

日

★ふれあい工房クローバー
 　11：00〜　パン販売

◎展示会◎展示会

◎芸能祭◎芸能祭

（出演順）

２０２４

『記憶のアルバム～１５０周年記念展～』

日時　１１月１５日（金）～１１月３０日（土）
　　　１０時～１７時
場所　和木美術館（アートウイング）
内容　歴代の卒業制作や当時の写真など想い出

が詰まった作品等を展示します。
対象　どなたでもご参加いただけます。
同時開催
　『タイムカプセル物品受け渡し』
内容　２０００年当時に和木小学校でタイムカプ

セルに入れた手紙等の受け渡しを行いま
す。

※複数人で制作したものは持ち帰りができませ
ん。写真を撮ることはできます。
対象　２０００年当時の１年生から６年生（昭和

６３年４月２日生まれ～平成６年４月１日
生まれ）の方で、タイムカプセルに入れ
たものを受け取っていない方

問　和木小学校
　　　（☎５３ー２６５５）

和木小学校開校１５０周年記念事業
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※各回先着順

●日時　令和６年１０月１１日（金） 
　　　　　　　　　１３ ：３０ ～１５ ：００
●場所　コミュニティセンター ３階 集会室
●費用　無料
●講師　理学療法士　中元 幸美 先生
●内容　足指を整えて、歩きやすい体づくり
●主催　和木大学、和木町地域包括支援センター
　　　　わきあいあいウォーク

和木大学

□ 姿勢が気になる
□ 腰痛・肩こりに悩んでいる
□ むくみ・冷えが気になる
□ 外反母趾・タコ・足の痛みに悩んでいる
□ 靴のヒールの内側・外がすごく擦り減る
□ 下半身やせして、脚の形を良くたい
□ 前かがみの家事・携帯電話を見るなど下向きが多い
□ 気づいたら足を組んだり、膝と膝が開く
□ いつもカバン等の荷物を持つ手が決まっている 
□ 手を後ろに組んで歩く癖がある

チェックがつく人は変わるチャンス !
自分のゆがみ度をチェック !!

あしゆび体操　 体験会

１０年後も元気に
過ごすために、ご自分の体を

点検してみましょう!

ゆがみ度
当てはまる数が
２個以上は
注意が必要

　パソコン教室の生徒（会員）で
Power Point を使ってクイズを作り
ました。私たちの作品を見て頂きな
がらクイズに参加しませんか？
　パソコンやスマホが必要な時代
だからこそ、もっとかかわってほしい。
パソコン教室と地域の交流イベント
ハロウィンを楽しみましょう♪
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「with 和木町通信」和木町PR大使 村井優の「with 和木町通信」「with 和木町通信」

写真展を取材している様子

「ちぐまや家族 plus」の
取材の様子

イベント最新情報はこちら！

和木町地域おこし協力隊　上野優樹の「活動報告」和木町地域おこし協力隊　上野優樹の「活動報告」和木町地域おこし協力隊　上野優樹の「活動報告」

　皆さんこんにちは、３代目地域おこし協力隊の上野優樹です。
　８月末から映像制作のオンライン講座を受講しています。クリエイターとしての考え方を学
ぶことができ、毎回新しい発見があります。
　生成 AI の活用についての授業が一番印象に残っており、講師の先生はキャラクター制作や
BGM制作にAI を駆使して、CM制作を 1人でされていたので、大変驚きました。

　「ちぐまや家族 plus（tys テレビ山口で土曜日に放送中）」
の取材のため、歌手の岡本京太郎さんとタレントの東雷太郎
さんが、蜂ヶ峯総合公園のポニーサイドカフェに来られまし
た。先輩である元協力隊の村井さんと共に、和木町の良いと
ころをお話したのですが、踏み込んだお話をたくさん引き出
してもらい、大変盛り上がりました。京太郎さん、雷太郎さん、
番組スタッフの皆さん、ありがとうございました。

活動トピック１

　ビデオ撮影の勉強のため、アイ・キャンのスタッフの取材に同
行させていただきました。主催者の方から多くの情報を引き出し、
無駄のない動きで撮影されていてプロのレベルを体感しました。
　聞き込みやアングルの決め方など、難しいポイントも多くあり
ましたが、撮影の場で意識して、より良い和木ちゃんねる動画を
お届けできるよう頑張ります。

活動トピック２

毎年恒例の豪華景品が当たる
「キッズ仮装コンテスト」も開催！
　現在エントリー募集中！！二次元コードから
アクセス！！
　今回は旅行券３万円分やニンテンドープリペイ
ドカード２万円分などが当たります！
　その他ハロウィンならではのワークショップや
キッチンカーオリジナルメニューもございますの
でぜひ遊びに来てください！

イベント

皆さん、こんにちは！
和木町ＰＲ大使・

地域プロジェクトマネージャー
の村井です！

　１０月の蜂ヶ峯のイベントといえば・・・
　ハッチーハロウィン！！今年も開催が決まりまし
た！！
　今回のテーマは【THE GREATEST SHOW KIDS 
グレイテスト・ショーキッズ】と
いうことで子どもたち一人一人が
主役に、イベントに没入していた
だけるようたくさんの仕掛けを準
備しています！
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開催日
場　所
成　績

８月１１日
下松小学校体育館
優勝

■ 中央杯

ス
ポ
ー
ツ

開催日
場　所
成　績

８月１０日
和木小学校体育館
優勝

■ ＵＮＩＴＥＤ　ＣＵＰ

開催日
場　所
成　績

８月１７、１８日
小方学園
２ndトーナメント　優勝

■ グラシアスカップ〇
和
木
ミ
ニ
バ
ス
（
男
子
）

〇
和
木
ミ
ニ
バ
ス
（
女
子
）

開催日
場　所
成　績

９月１日
阿品台中学校
Ａブロック　準優勝

■ 第34回広島佐伯近郷少年親善ソフトボール大会 〇
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部

体
育
協
会

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

〇
弓
道
部

大
会
名　

柳
井
市
弓
道
大
会

開
催
日　

8
月
11
日

場
　
所　

柳
井
市
弓
道
場

成
　
績　

団
体　

優
勝

　
　
　
　

個
人　

3
位　

竹
島 

佳
宏

総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

〇
テ
ニ
ス
ス
ク
ー
ル

大
会
名　

Ｒ
6
年
Ⅱ
期　

和
木
町
テ
ニ
ス
ス

ク
ー
ル
大
会

開
催
日　

8
月
21
日

場
　
所　

和
木
町
民
庭
球
場

成
　
績

ジ
ュ
ニ
ア
の
部
1
位

　
　
　
　
　
　
　

高
野　

律
紀
〔
和
木
町
〕

ジ
ュ
ニ
ア
の
部
2
位

　
　
　
　
　
　
　

内
山
誠
之
助
〔
和
木
町
〕

初
級
の
部
1
位　

内
山　

優
子
〔
和
木
町
〕

初
級
の
部
2
位　

正
中　

美
保
〔
和
木
町
〕

初
級
の
部
3
位　

藤
村　

香
織
〔
和
木
町
〕

中
級
の
部
1
位　

田
崎　

雅
之
〔
岩
国
市
〕

中
級
の
部
2
位　

作
本　

海
都
〔
大
竹
市
〕

中
級
の
部
2
位　

岡
部　

浩
二
〔
和
木
町
〕

中
級
の
部
2
位　

進　

早
也
香
〔
大
竹
市
〕

　

わ
き
愛
あ
い
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
開
催

に
よ
り
、
関
係
者
駐
車
場
等
と
な
る
た

め
休
館
と
な
り
ま
す
。
体
育
セ
ン
タ
ー

及
び
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
は
ご
利
用
い
た
だ

け
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
窓
口
で
の
受
付
等
も
お
受
け

で
き
ま
せ
ん
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

日
時
　
11
月
3
日
㈰
終
日

問 

体
育
セ
ン
タ
ー
（
☎
52
ー
2
8
1
1
）

体
育
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
休
館
の
お
知
ら
せ
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住民サービス課（☎５２－２１９４）

トラブル防止のため、
ごみ出しルールを守り、

指定されたごみステーションに
出しましょう。

　見たことがない人が地区のごみステーションに
ごみを出している、岩国市のごみステーションに
和木町の指定袋でごみを出している等の苦情があ
ります。　
　一部の心無い人の行動により、地域の方に迷惑
をかけるだけではなく、和木町のイメージダウン
にもなっています。
　ごみはお住まいの自治会もしくはアパート等が
管理する指定されたごみステーションに出しま
しょう。

ごみは指定された
ごみステーションに出しましょう ３Ｒとはリデュース（Reduce）→発生抑制、リユー

ス（Reuse）→再使用、リサイクル（Recycle）→再利
用の３つのＲの総称です。

10月は３Ｒ推進月間です10月は３Ｒ推進月間です10月は３Ｒ推進月間です

３Ｒの推進にご協力を

お願いいたします。

リデュースとは、物を大切に使い、ごみを減らす
ことです。
○ 必要のないものは買わない、もらわない
○ 壊れにくく、長く使える製品を買う
○ 買い物にはマイバッグを持参する

リユースとは使えるものは繰り返し使うことです。

○ 詰め替え用の製品を選ぶ
○ いらなくなった物は、ほしい人にゆずったり、
 　リサイクルショップを利用する

リサイクルとは、ごみを資源として再び利用する
ことです。
○ ごみを正しく分別し、リサイクルしやすくする
○ ごみを再生して作られた製品を利用する

問　住民サービス課（☎５２－２１９４）

◆ ◆

　
秋
の
町
内
一
斉
清
掃
を
次
の
と
お
り
実

施
い
た
し
ま
す
の
で
ご
参
加
、
ご
協
力
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

注
意
事
項

○
家
庭
の
ご
み
は
出
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

○
草
、
泥
等
は
袋
に
入
れ
な
い
で
、
別
々

に
し
て
路
肩
等
に
積
ん
で
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
交
差
点
の
近
く
に
は
積
ま
な
い

で
く
だ
さ
い
。

問
　
住
民
サ
ー
ビ
ス
課
（
☎
52
ー
2
1
9
4
）

町
内
一
斉
清
掃

　

猫
の
侵
入
を
完
全
に
防
ぐ
こ
と
は
大
変
困
難
で

す
が
。
あ
る
程
度
効
果
が
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
る

方
法
を
紹
介
し
ま
す
。
猫
に
も
個
体
差
や
慣
れ
が

あ
る
た
め
、
効
果
に
は
差
が
あ
り
ま
す
。
同
じ
方

法
を
長
期
間
使
用
す
る
の
で
は
な
く
、
種
類
を
変

え
て
お
試
し
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
す
べ
て
の
猫
が

嫌
が
る
方
法
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

お
試
し
に
な
る
と
き
は
、
小
さ
い
お
子
様
が
設

置
物
等
で
ケ
ガ
を
し
た
り
、
誤
っ
て
口
に
し
な
い

よ
う
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

野
良
猫
を

　

減
ら
し
て
い
く
た
め
に

♥ 

猫
の
被
害
を
減
ら
す
た
め
の
対
策

　（
猫
が
嫌
が
る
臭
い
を
利
用
し
た
方
法
）

ポ
イ
ン
ト
③

不
定
期
連
載

食用酢
木酢液・竹酢液
ハッカなど
ミカンなど柑橘類の皮
ゼラニウムの鉢植え
ハーブ類
どくだみ茶などの茶殻
コーヒーかす
カレー粉など香辛料
とうがらし
市販の忌避剤

スポンジや布に染み込ませて通路に置く
散布するか、空き缶に入れて通路に置く
ハッカ系芳香剤、ハッカ系練り歯磨きなどを置く
目のこまかい袋に入れて吊るす
鉢植えを置く（葉が臭うので近寄りにくくなる）
レモングラスやルーなどのハーブ類を植える
散布するか吊るす
散布するか吊るす
散布する
こまかく切って目のこまかい袋に入れて吊るす
（商品に記載されている使用方法に従う）

名　　称 方　法  ・  効　果

※猫は、嗅覚がすぐれているので、少しの臭いでも嫌がります。
　臭いが強いと逆に嗅覚が鈍り、効果が薄くなると言われています。

　
10
月
13
日
㈰  

8
時
〜

※
荒
天
の
場
合
は
、

　
10
月
20
日
㈰
に
延
期

日 時

　町内外でセアカゴケグモの目撃情報が寄せられて
います。
　全体が光沢のある黒色で、背面に赤色の模様が特
徴です。攻撃性はありませんが、誤って触れること
で咬まれることがありますので注意してください。
　詳しくは和木町ＨＰをご覧ください。

『セアカゴケグモ』に

ご注意ください！

町HPの二次元コード→
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今月の納税

和

木

短

歌

会

庭
先
の
斑
入
り
の
ハ
ラ
ン
半
面
を

黄
色
に
変
え
て
酷
暑
に
耐
え
つ

田
中　
　

宏

炎
天
下
猛
々
し
く
も
咲
き
誇
る

朱
き
カ
ン
ナ
に
覇
気
を
い
た
だ
く

清
水　

敬
子

閉
め
切
�
た
部
屋
ま
で
届
く
蝉
の
声

予
報
は
今
日
も
三
十
六
度

強
風
と
真
�
白
な
霧
の
お
出
迎
え

蔵
王
の
御
釜
は
隠
れ
た
ま
ん
ま

井
口
美
智
子

中
礒　

和
子

グ
ル
�
プ
ホ
�
ム
に
懐
メ
ロ
歌
い
大
は
し
�
ぎ

ま
た
来
て
ね
え
と
次
回
の
約
束

泉
原　

節
子

生
命
尽
き
道
に
仰
向
く
ア
ブ
ラ
ゼ
ミ

傷
つ
く
翼
夏
の
終
わ
り
告
げ

藤
川　

洋
子

兼
本　

信
昌

家
々
の
庭
先
に
咲
く
サ
ン
タ
ン
カ

琉
球
の
災
厄
訊
ね
て
み
た
し

灰
岡　

裕
美

水
槽
に
氷
の
か
け
ら
そ
�
と
入
れ

見
守
る
メ
ダ
カ
の
水
中
競
技

和
木
こ
ど
も
園
新
入
園
説
明
会

︵
令
和
7
年
度
︶
の
ご
案
内

消費者生活相談

だより

消費者生活相談

だより Vol. 230

問
合
せ
▼

企
画
総
務
課（
☎
52
ー
2
1
3
6
）

消
費
生
活
相
談
（
火
曜
日
の
み
）

（
☎
35
ー
5
3
1
0
）

山
口
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

（
☎
0
8
3
ー
9
2
4
ー
2
4
2
1
）

Ｍ
Ｓ（
シ
ョ
ー
ト
メ
ッ
セ
ー
ジ

サ
ー
ビ
ス
）
や
メ
ー
ル
を
送
り

つ
け
、
貼
り
つ
け
た
リ
ン
ク
を

ク
リ
ッ
ク
さ
せ
て
偽
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
誘
導
す
る
こ
と
で
、

パ
ス
ワ
ー
ド
や
Ｉ
Ｄ
、
暗
証
番

号
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
番
号

な
ど
を
入
力
さ
せ
て
、
個
人
情

報
を
盗
み
取
る
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ

詐
欺
に
関
す
る
相
談
が
多
く
寄

せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
送
ら
れ
て

き
た
Ｓ
Ｍ
Ｓ
や
メ
ー
ル
の
内
容

を
鵜
呑
み
に
し
な
い
で
、
送
信

元
を
し
っ
か
り
と
確
認
し
て
か

ら
対
応
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。

【
相
談
】

　

自
分
が
利
用
し
て
い
る
銀
行

か
ら
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
メ
ー

ル
が
届
い
た
。
利
用
制
限
を
告

げ
る
内
容
の
記
載
が
あ
り
、Ｕ
Ｒ

Ｌ
を
ク
リ
ッ
ク
す
る
と
、Ｉ
Ｄ
、

パ
ス
ワ
ー
ド
を
入
力
す
る
よ
う

求
め
ら
れ
た
が
、
入
力
し
て
も

大
丈
夫
か
。

【
回
答
】

　
「
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
詐
欺
」
の
可

能
性
が
あ
る
た
め
入
力
は
し
な

い
で
、
メ
ー
ル
に
記
載
さ
れ
て

い
る
Ｕ
Ｒ
Ｌ
や
ア
プ
リ
に
は
、

自
分
で
正
規
の
Ｕ
Ｒ
Ｌ
や
ア
プ

リ
を
調
べ
て
か
ら
ア
ク
セ
ス
す

る
よ
う
助
言
し
た
。

【
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
講
座
】

　

実
在
す
る
企
業
や
公
的
機
関

な
ど
の
組
織
の
名
を
か
た
り
、Ｓ

　

町
税
な
ど
の
納
付
は
便
利
な
口
座
振
替
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問 

税
務
課
（
☎
52
ー
2
1
9
3
）

町
県
民
税
　
　  

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　3
期
分

町
営
住
宅
使
用
料
　  

　
　
　
　
　
　
　　
10
月
分

国
民
健
康
保
険
料
　  

　
　
　
　
　
　
　
　4
期
分

介
護
保
険
料
　  

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　4
期
分

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
　  

　
　
　
　
　4
期
分

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・

（納期限は10月31日㈭です。）

（
公
財
） 

山
口
県
市
町
村
振
興
協
会

　

令
和
７
年
度
に
入
園
さ
れ
る
方
を
対
象
に
︑
説
明
会
を
開

催
し
ま
す
︒
対
象
の
年
齢
で
︑
入
園
希
望
の
方
は
ご
出
席
く

だ
さ
い
︒

対
象
児

１
・
２
号
︽
新
年
長
・
新
年
中
・
新
年
少
︾

　

現
在
︑
和
木
こ
ど
も
園
に
在
籍
し
て
い
な
い
方
で
︑
平
成

31
年
4
月
2
日
～
令
和
4
年
4
月
1
日
生
の
入
園
希
望
の
方

３
号
︽
３
歳
未
満
児
︾

　

令
和
4
年
4
月
2
日
生
以
降
の
希
望
の
方

※
申
請
後
に
入
園
が
決
定
し
た
場
合
に
︑
詳
し
い
説
明
会
を

行
い
ま
す
︒

日
時　

11
月
29
日
㈮　

15
時
～

場
所　

和
木
こ
ど
も
園

内
容

１
・
２
号

　

入
園
に
関
す
る
説
明
︵
持
ち
物
・
身
だ
し
な
み
等
︶︑
申

請
書
及
び
面
談
票
︑
制
服
申
込
書
の
配
布

３
号

　

こ
ど
も
園
に
つ
い
て
︑
申
請
書
の
配
布

※
3
号
は
申
請
後
に
入
園
が
決
定
し
た
場
合
に
︑
再
度
詳
し

い
説
明
会
を
行
い
ま
す
︒

持
参
物　

筆
記
用
具
・
保
護
者
用
室
内
履
き
・
靴
を
い
れ
る

ビ
ニ
ー
ル
袋

駐
車
場　

こ
ど
も
園
園
庭

注
意
事
項　

基
本
保
護
者
の
み
で
ご
出
席
く
だ
さ
い
︒

問　

和
木
こ
ど
も
園
︵
☎
52
ー
2
7
0
7
︶

（
発
売
期
間
9
月
17
日
㈫
〜
10
月
17
日
㈭
）

火

い
の
ち

ＳＭＳやメールでの
“フィッシング詐欺”
の相談が依然高水準！
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100 200100200 00 （人）

難燃素材
使用

7
29

62
89

169
203

183
140

200
184

202
154
155
146
146
154
162
163

121

167

1 4
24

81
104

173
169

188
201

147
153

210
181
195

173
117

103
122

183
180

136
95

100以上
95－99
90－94
85－89
80－84
75－79
70－74
65－69
60－64
55－59
50－54
45－49
40－44
35－39
30－34
25－29
20－24
15－19
10－14
5－9
0－4

令和6年9月1日現在
総人口　5,776人（±0）
世帯数　2,616世帯（＋20）
和木町の面積　10.58㎢
（　）内は前月比

女　2,939人（＋9人）男　2,837人（－9人）

令
和
７
年
４
月
採
用

町
職
員
を
募
集
し
ま
す︵
第
2
期
︶

募
集
職
種

①
事
務
職　
　
　

若
干
名

②
社
会
福
祉
士　

若
干
名

③
保
健
師　
　
　

若
干
名

受
験
資
格

①
事
務
職

平
成
6
年
4
月
2
日
か
ら
平
成
18
年
4
月
1

日
の
間
に
生
ま
れ
た
方
で
︑
高
等
学
校
以
上

の
学
校
を
卒
業
さ
れ
た
方
︒
普
通
自
動
車
免

許
を
取
得
し
て
い
る
方
︒

②
社
会
福
祉
士

平
成
元
年
4
月
2
日
以
降
に
生
ま
れ
た
方
で
︑

社
会
福
祉
士
資
格
を
取
得
し
て
い
る
方
︑
ま

た
は
令
和
7
年
3
月
ま
で
に
取
得
見
込
み
の

方
︒
普
通
自
動
車
免
許
を
取
得
し
て
い
る
方
︒

③
保
健
師

平
成
6
年
4
月
2
日
以
降
に
生
ま
れ
た
方
で
︑

保
健
師
資
格
を
取
得
し
て
い
る
方
︑
ま
た
は

令
和
7
年
3
月
ま
で
に
取
得
見
込
み
の
方
︒

普
通
自
動
車
免
許
を
取
得
し
て
い
る
方
︒

申
込
受
付
期
間

10
月
11
日
㈮
ま
で
の
平
日
8
時
30
分
～
17
時
15
分

※
郵
送
の
場
合
︑
10
月
11
日
㈮ 

消
印
有
効
と
し

ま
す
︒

一
次
試
験

11
月
9
日
㈯  

※
土
曜
日
の
受
験
で
す
︒

※
第
1
期
試
験
の
申
し
込
み
は
終
了
し
ま
し
た
︒

二
次
試
験

12
月
上
旬
予
定

採
用
予
定
日　

令
和
7
年
4
月
1
日
以
降

そ
の
他

天
候
や
災
害
等
の
状
況
に
よ
り
︑
試
験
日
程
を

変
更
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
︒

問　

企
画
総
務
課
︵
☎
52
ー
2
1
3
6
︶

和木町総合防災訓練 ～みんな一緒に、防災イベントに行こう！～
　地球温暖化の影響により、近年、日本各地で災害が起こり、そのたびに犠牲者が出ています。そのような災害
から身を守るためには、平素の防災への意識と備えが必要です。町は、そのきっかけとしていただくため、下記
のとおり和木町総合防災訓練として住民向けの防災イベントを開催いたします。
　ふるってご参加をお願いします。

日時：１０月６日（日）１０時～１２時　※当日１０時に防災行政無線の訓練放送によりイベントの開始をお知らせします。
場所：和木中学校体育館
イベントのスケジュール
（１）１０時～１１時

・炊き出しの喫食体験
・人命救助体験
・ＶＲによる災害体験
・簡易ベッド・寝具作成体験
・避難所環境改善資材の展示
・消防団訓練の視聴（館内でライブ放映）

（２）１１時～１１時３０分
・防災講話（日本赤十字社山口支部派遣講師）

（３）１１時～１１時４０分
・主催者挨拶（館内でライブ放映）

（４）１１時４０分以降
・防災リュックの配布　※希望者に配布いたします。（数に限りがあります。）

瀬田・関ヶ浜地区から参加の方は、瀬田分館及び関ヶ浜分館から会場への往復にマイクロバスを準備します。
（各分館より９時３０分出発予定）
問　企画総務課（☎５２－２１３６）

消防団訓練のライブ放映

日赤派遣講師による防災講話
配布予定の防災
リュック

（中に備蓄品は入っていません）
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